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島
根
県
の
憲
政
会
・
立
憲
民
政
党
勢
力
は
立
憲
政
友
会
の
利
益
誘
導
に
対
し
、
政
策
と
理
念
を
整
備
し
て
対
抗
し
た
。
そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

の
が
内
閣
総
理
大
臣
を
務
め
た
若
槻
礼
次
郎
で
あ
る
。
若
槻
の
個
人
後
援
会
で
あ
る
克
堂
会
は
松
江
市
を
中
心
に
勢
力
を
拡
大
し
た
。
若
槻
は
自
ら
の
後
援

者
に
書
簡
を
送
り
憲
政
会
の
政
策
と
理
念
を
訴
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
憲
政
会
は
立
憲
青
年
党
の
よ
う
な
新
た
な
政
治
勢
力
の
支
持
を
獲
得
し
た
。
後
に
立

憲
民
政
党
が
誕
生
す
る
と
、
民
政
党
は
憲
政
会
の
改
革
的
立
場
を
継
承
し
、
島
根
県
の
政
治
勢
力
の
多
く
を
結
集
し
た
一
大
勢
力
と
な
っ
た
。
民
政
党
の
系

列
紙
で
あ
る
『
松
陽
新
報
』
が
主
催
し
た
島
根
県
青
年
連
盟
大
会
は
多
く
の
弁
士
が
出
席
し
た
政
談
演
説
会
で
、
政
治
の
問
題
か
ら
生
活
の
問
題
に
及
ぶ
ま

で
広
い
テ
ー
マ
で
議
論
が
な
さ
れ
た
。
民
政
党
は
普
通
選
挙
に
向
け
て
公
論
と
政
策
を
重
視
し
た
政
党
へ
の
転
換
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
一
方
で
民
政
党

内
の
対
立
に
よ
っ
て
県
議
会
が
混
乱
し
、
政
党
政
治
そ
の
も
の
へ
の
批
判
が
地
域
か
ら
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　

キ
ー
ワ
ー
ド
：
憲
政
会　

立
憲
民
政
党　

若
槻
礼
次
郎　

克
堂
会　

政
党
政
治

　
　
　
は
じ
め
に

日
本
の
政
党
は
地
方
名
望
家
層
を
中
心
と
す
る
名
望
家
政
党
と
し
て
出
発
し
、

一
九
二
四
年
に
男
子
普
通
選
挙
が
成
立
し
た
こ
と
を
機
に
有
権
者
に
広
く
政
策
を

訴
え
る
政
党
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る）

（
（

。
そ
の
よ
う
な
政
党
の
質
的

転
換
を
地
方
的
展
開
か
ら
指
摘
し
た
の
が
横
関
至
氏
の
研
究
で
あ
る
。
横
関
氏
は

香
川
県
の
憲
政
会
・
立
憲
民
政
党
に
着
目
し
、
農
民
運
動
に
民
政
党
が
接
近
し
こ

と
と
、
選
挙
活
動
や
議
会
活
動
を
通
し
て
「
各
階
層
の
人
々
の
生
活
を
守
る
た
め

の
要
求
を
代
弁
す
る
姿
勢
を
」
示
し
、「『
改
善
』
策
の
実
行
に
よ
る
現
状
改
革
を

基
本
線
と
す
る
政
策
体
系
を
有
し
て
社
会
運
動
の
進
展
下
で
の
普
選
の
実
施
と
い

う
新
た
な
条
件
に
対
応
す
べ
く
努
め
」
て
い
た
と
し
、
地
方
利
益
誘
導）

（
（

だ
け
で
は

な
く
政
策
の
差
異
に
注
目
す
べ
き
と
提
起
し
た）

（
（

。

一
方
で
政
党
政
治
史
研
究
の
中
で
は
憲
政
会
・
民
政
党
の
研
究
が
進
展
し
た
。
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主
だ
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
奈
良
岡
聰
智
氏
に
よ
る
憲
政
会
の
政
策
転
換
と
加
藤

高
明
の
政
治
指
導
に
着
目
し
た
研
究
や）

（
（

、
井
上
敬
介
氏
に
よ
る
民
政
党
の
「
国
民

に
立
脚
し
た
政
策
本
位
の
『
立
憲
政
党
』」
に
「
政
党
改
良
」
す
る
試
み
を
明
ら

か
に
し
た
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る）

（
（

。
こ
れ
ら
の
研
究
は
主
に
政
党
の
指
導
部
の
政
治

構
想
が
政
治
過
程
に
与
え
た
影
響
と
果
た
し
た
役
割
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
る
と
地
方
レ
ベ
ル
で
の
名
望
家
政
党
か
ら
改
革
路
線
と
政
策
を
中
心
と
す

る
政
党
へ
の
質
的
転
換
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
横
関
氏
の
研
究
は
先
駆
的

な
も
の
と
評
価
で
き
る
。

し
か
し
、
横
関
氏
は
な
ぜ
憲
政
会
・
民
政
党
が
名
望
家
政
党
か
ら
普
選
に
対

応
し
た
政
党
へ
の
質
的
転
換
を
果
た
し
得
た
の
か
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
は
、

一
九
二
四
年
の
男
子
普
通
選
挙
の
実
現
に
よ
る
有
権
者
の
増
大
と
そ
れ
に
よ
る
社

会
運
動
の
進
展
と
い
う
政
治
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
る
と
す
る
、
従
来
の
指
摘
に

と
ど
ま
っ
て
い
る）

（
（

。
普
選
の
成
立
と
い
う
政
治
的
イ
ン
パ
ク
ト
が
い
か
に
大
き
く

と
も
、
そ
れ
だ
け
で
す
ぐ
に
政
党
が
質
的
転
換
を
果
せ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
政

党
の
中
で
普
選
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
準
備
が
以
前
か
ら
な
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ

質
的
転
換
を
成
し
得
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
準
備
は
地
方
組
織
で
も
展
開
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、

政
党
の
地
方
的
展
開
を
扱
っ
た
研
究
に
は
、
地
方
利
益
誘
導
や
「
事
大
主
義
」
に

よ
る
集
団
投
票
や
買
収
に
つ
い
て
扱
っ
た
研
究
が
見
ら
れ
る
一
方）

（
（

、
そ
こ
に
普
選

に
向
け
た
質
的
転
換
を
見
出
そ
う
と
す
る
研
究
は
乏
し
い）

（
（

。
積
極
的
に
政
党
政
治

を
再
評
価
し
て
い
る
中
央
の
政
治
史
と
比
べ
る
と
、
政
党
の
評
価
を
め
ぐ
る
隔
た

り
が
生
じ
て
い
る
の
が
現
状
と
言
え
る
。
政
党
の
改
革
路
線
が
地
方
で
の
活
動
に

与
え
た
影
響
を
具
体
的
な
事
例
に
即
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
島
根
県
の
憲
政
会
・
民
政
党
勢
力
の

形
成
と
展
開
に
注
目
す
る
。

島
根
県
の
憲
政
会
・
民
政
党
勢
力
を
対
象
と
し
た
第
一
の
理
由
は
、
島
根
県
の

憲
政
会
・
民
政
党
勢
力
が
、
名
望
家
政
党
か
ら
普
選
に
対
応
し
た
政
策
を
中
心
と

す
る
政
党
へ
の
質
的
転
換
を
一
早
く
果
た
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う

に
政
党
の
質
的
転
換
を
果
た
し
た
要
因
は
、
普
選
法
の
実
現
に
よ
る
有
権
者
の
増

大
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
こ
れ
に
対
し
て
普
選
法

施
行
以
前
か
ら
政
党
の
質
的
転
換
が
地
方
的
展
開
の
中
で
準
備
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
は
、
島
根
県
が
戦
前
戦
後
に
政
党
の
指
導
部
を
担
っ
た
有
力
政
治
家
が
集

中
す
る
地
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
代
表
的
な
人
物
に
は
、
憲
政
会
・
民
政
党
の

総
裁
と
し
て
首
相
を
務
め
た
若
槻
礼
次
郎
や
、
同
じ
く
憲
政
会
・
民
政
党
に
所
属

し
て
若
槻
の
側
近
と
し
て
活
動
し
、
戦
後
に
内
務
大
臣
な
ど
を
務
め
た
木
村
小
左

衛
門
、
同
様
に
憲
政
会
・
民
政
党
に
所
属
し
幹
事
長
や
商
工
大
臣
な
ど
を
務
め
た

俵
孫
一
、
政
友
本
党
か
ら
民
政
党
に
参
加
し
、
商
工
大
臣
や
大
蔵
大
臣
な
ど
を
務

め
た
櫻
内
幸
雄
、
同
じ
く
政
友
本
党
か
ら
民
政
党
に
参
加
し
て
戦
後
初
の
民
選
島

根
県
知
事
と
な
っ
た
原
夫
次
郎
、
政
友
会
に
所
属
し
、
内
閣
法
制
局
長
や
衆
議
院

議
長
や
党
の
要
職
を
務
め
た
島
田
俊
雄
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
述
の
よ
う
に
先

行
研
究
で
は
政
党
政
治
家
の
政
治
構
想
が
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
島
根
県
の
事
例
か

ら
は
中
央
で
活
動
し
て
い
た
政
党
政
治
家
が
政
党
の
地
方
組
織
に
与
え
た
影
響
を

明
ら
か
に
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
先
述
し
た
中
央
の
政
党
政
治
史
と
地
方

の
政
党
政
治
史
の
評
価
の
隔
た
り
を
解
消
す
る
こ
と
に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
第
一
章
　
島
根
県
に
お
け
る
憲
政
会
勢
力
の
展
開

本
章
で
は
島
根
県
下
の
政
党
勢
力
、
特
に
憲
政
会
・
民
政
党
の
展
開
を
明
ら
か

に
す
る
。
島
根
県
は
地
理
的
に
は
日
本
海
側
、
い
わ
ゆ
る
裏
日
本
に
位
置
し
、
鉄

二

島
根
県
に
お
け
る
憲
政
会
・
立
憲
民
政
党
勢
力
の
形
成
と
展
開
（
杉
谷
直
哉
）
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道
や
港
湾
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
遅
れ
て
い
た）

（
（

。
初
代
松
江
市
長
の
福
岡
世
徳

は
頻
繁
に
東
京
へ
陳
情
を
行
い
、
島
根
県
の
発
展
に
努
め
て
い
た）
（1
（

。
明
治
期
の
島

根
県
の
政
治
の
中
心
的
存
在
は
大
地
主
を
中
心
と
す
る
地
方
名
望
家
層
で
あ
っ

た）
（（
（

。
そ
の
名
望
家
層
の
中
心
人
物
だ
っ
た
一
人
が
岡
崎
運
兵
衛
で
あ
る）
（1
（

。
岡
崎
は

松
江
市
の
名
望
家
で
松
江
市
制
の
施
行
や
松
江
連
隊
の
誘
致
に
努
め
、
衆
議
院
議

員
も
務
め
た
。
憲
政
会
・
民
政
党
の
系
列
紙
で
あ
る
『
松
陽
新
報
』（
以
下
『
松
陽
』

と
略
記
）
の
創
刊
者
で
も
あ
る
。
岡
崎
は
長
州
閥
に
属
し
て
島
根
県
知
事
を
務
め

た
大
浦
兼
武
と
親
交
が
あ
り）
（1
（

、
党
派
的
に
は
大
成
会
、
帝
国
党
、
大
同
倶
楽
部
な

ど
の
い
わ
ゆ
る
吏
党
系
勢
力
を
経
て
立
憲
同
志
会
、
憲
政
会
に
所
属
し
た
。
島
根

県
で
は
非
政
友
系
勢
力
が
一
定
の
勢
力
を
保
ち
続
け
た
が）
（1
（

、
岡
崎
は
そ
の
党
勢
拡

大
に
大
き
く
寄
与
し
た）
（1
（

。
し
か
し
、
一
九
一
九
年
に
岡
崎
が
死
去
す
る
と
島
根
県

の
憲
政
会
勢
力
の
党
勢
に
陰
り
が
見
え
始
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
政
友
会
は
与
党

の
立
場
を
利
用
し
た
積
極
的
な
地
方
利
益
誘
導
を
進
め
て
党
勢
拡
大
を
図
っ
て
い

く）
（1
（

。
岡
崎
を
失
っ
た
島
根
県
の
憲
政
会
勢
力
は
名
望
家
政
党
か
ら
の
質
的
転
換
を

図
る
こ
と
で
そ
れ
に
対
抗
し
て
い
く
。

第
一
節
　
克
堂
会
の
結
成

本
節
で
は
島
根
県
の
憲
政
会
・
民
政
党
勢
力
に
お
い
て
重
要
な
組
織
だ
っ
た
克

堂
会
に
つ
い
て
説
明
す
る）
（1
（

。
克
堂
会
は
一
九
二
〇
年
三
月
に
松
江
出
身
で
あ
る
若

槻
の
後
援
会
と
し
て
松
江
市
で
結
成
さ
れ
た）
（1
（

。
設
立
要
旨
で
は
若
槻
は
藩
閥
や
地

方
の
応
援
な
く
官
界
で
地
位
を
築
い
て
き
て
お
り
、
若
槻
の
「
地
方
ニ
於
ケ
ル
政

治
的
立
脚
地
ヲ
援
護
シ
、之
ヲ
シ
テ
其
信
念
ヲ
国
政
上
ニ
発
揮
大
成
セ
シ
ム
ル
ハ
、

独
郷
人
ト
シ
テ
同
君
ニ
対
ス
ル
当
然
ノ
情
誼
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
」、
国
家
の
為
で

も
あ
り
、
若
槻
に
続
く
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
た）
（1
（

。
手
塚
雄

太
氏
に
よ
れ
ば
「
大
正
初
年
頃
か
ら
、
政
治
家
の
名
や
号
を
冠
し
た
団
体
が
設
立

さ
れ
る
よ
う
に
な
」
り
、「
各
政
治
家
の
人
格
・
思
想
に
学
ぶ
修
養
団
体
と
し
て

の
性
格
を
持
つ
も
の
、
当
該
代
議
士
の
選
挙
区
で
集
票
組
織
と
し
て
の
性
格
を
持

つ
も
の
、
あ
る
い
は
名
を
冠
し
た
政
治
家
が
率
い
る
党
派
の
後
援
組
織
と
し
て
の

性
格
を
有
す
る
も
の
」
な
ど
が
あ
っ
た）
11
（

。
克
堂
会
は
修
養
団
体
的
性
格
と
集
票
組

織
的
性
格
を
兼
ね
備
え
て
い
た
。

初
代
克
堂
会
の
会
長
に
就
任
し
た
の
が
渡
部
寛
一
郎
で
あ
る
。
現
在
の
松
江
市

雑
賀
町
に
生
れ
た
渡
部
は
、
県
内
の
学
校
教
育
の
普
及
に
務
め
、
憲
政
会
・
民
政

党
の
県
議
会
議
員
も
一
期
務
め
て
い
る
。
渡
部
は
若
槻
の
上
京
ま
で
の
漢
学
の
師

で
あ
り
、
後
援
者
で
も
あ
っ
た
。

一
九
二
〇
年
に
当
時
の
政
友
会
の
原
敬
内
閣
は
衆
議
院
で
絶
対
多
数
を
獲
得
す

る
た
め
に
衆
議
院
を
解
散
し
た
。
こ
の
第
一
四
回
総
選
挙
に
お
い
て
政
友
会
は
躍

進
し
憲
政
会
は
大
敗
を
喫
し
た）
1（
（

。
島
根
県
に
お
い
て
も
憲
政
会
は
六
議
席
中
一
議

席
し
か
獲
得
出
来
ず
惨
敗
し
た
（
表
１
）。
特
に
憲
政
会
の
中
心
人
物
だ
っ
た
岡

崎
の
地
元
で
あ
る
第
一
区
の
松
江
選
挙
区
で
敗
北
し
た
こ
と
は
衝
撃
的
で
あ
り
、

渡
部
は
選
挙
結
果
に
つ
い
て
「
遺
憾
遣
ル
方
ナ
シ
」
と
日
記
に
綴
っ
て
い
る）
11
（

。
選

挙
後
に
『
大
朝
』
は
、
今
回
の
結
果
は
「
政
友
派
が
巧
み
に
我
党
内
閣
を
利
用
し

鉄
道
、
道
路
、
治
水
等
の
地
方
問
題
を
好
餌
と
し
て
盛
ん
に
党
勢
拡
張
に
努
め
た

る
」
こ
と
に
よ
る
と
し
た
。
更
に
憲
政
会
の
も
う
一
つ
の
敗
因
と
し
て
、「
憲
政

派
が
岡
崎
運
兵
衛
氏
を
失
い
し
以
来
中
心
人
物
を
有
せ
ざ
る
」
こ
と
を
挙
げ
て
、

「
頽
勢
を
挽
回
す
る
に
は
、
非
常
な
る
手
腕
と
且
つ
其
衝
に
当
る
人
の
大
な
る
決

心
と
努
力
と
を
要
す
る
も
、
現
今
の
島
根
県
憲
政
派
に
は
故
岡
崎
氏
に
継
ぐ
べ
き

徳
望
と
実
力
を
兼
備
せ
る
者
な
け
れ
ば
、
近
き
将
来
退
勢
を
挽
回
す
る
如
き
は
到

底
困
難
な
る
べ
し
と
て
其
前
途
を
悲
観
さ
れ
つ
つ
あ
り
」
と
し
た）
11
（

。
島
根
県
の
憲

政
会
勢
力
は
政
友
会
の
利
益
誘
導
に
よ
っ
て
地
盤
を
侵
食
さ
れ
、
岡
崎
と
い
う
中

心
人
物
を
失
っ
た
こ
と
で
、
党
勢
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
た
。
憲
政
会
は
名
望
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家
政
党
と
し
て
の
限
界
を
迎
え
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
克
堂
会
は

憲
政
会
勢
力
再
建
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
く
。

こ
の
選
挙
で
克
堂
会
は
松
江
市
の
候
補
者
選
定
を
憲
政
会
松
江
支
部
か
ら
委
嘱

さ
れ
る
等）
11
（

、
松
江
の
憲
政
会
の
中
心
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
一
九
二
一
年

に
は
若
槻
も
出
席
し
て
克
堂
会
総
会
が
開
か
れ）
11
（

、
そ
の
翌
日
に
憲
政
会
島
根
支
部

総
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る）
11
（

。
そ
の
後
克
堂
会
は
島
根
県
の
各
郡
に
組
織
を
展
開
す

る）
11
（

。
一
九
二
五
年
の
こ
と
で
あ
る
が
克
堂
会
の
会
員
が
増
加
し
会
が
盛
ん
に
な
っ

た
こ
と
を
感
謝
す
る
書
簡
が
若
槻
か
ら
渡
部
に
送
ら
れ
お
り）
11
（

、
克
堂
会
の
勢
力
が

伸
長
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

表
２
は
克
堂
会
の
会
計
と
寄
付
金
名
簿
で
あ
る
。
会
計
を
見
る
と
総
収
入
額
の

ほ
と
ん
ど
が
寄
付
金
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
会
計
の
中
に
あ
る
会
費
と
は
規
約
で

定
め
ら
れ
た
年
三
〇
銭
の
年
会
費
の
こ
と
で
あ
る
が
、
会
費
の
収
入
は
微
々
た
る

も
の
だ
っ
た
。
寄
付
金
名
簿
を
見
る
と
、
憲
政
会
関
係
者
が
寄
付
金
を
提
供
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る）
11
（

。
寄
付
金
簿
に
は
一
九
二
〇
年
五
月
二
三
日
の
日
付
で
渡
部

の
署
名
と
と
も
に
、「
会
費
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
経
常
費
モ
尚
不
足
ヲ
生
」
じ
、「
有
志
諸

君
ノ
御
寄
贈
ヲ
仰
キ
テ
之
ヲ
支
弁
シ
残
余
ハ
経
常
費
ニ
充
用
」
し
た
い
と
書
か
れ

て
い
る）
11
（

。
設
立
当
初
か
ら
運
営
に
は
有
志
の
寄
付
が
不
可
欠
な
状
態
だ
っ
た
。
重

要
な
の
は
克
堂
会
に
寄
付
し
た
人
物
の
多
く
が
い
わ
ゆ
る
名
望
家
層
で
あ
っ
た
点

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
岡
崎
の
よ
う
な
名
望
家
が
中
心
と
な
る
時
代
か
ら
、
名

望
家
は
資
金
面
で
支
援
を
し
、
若
槻
の
よ
う
な
官
僚
出
身
で
政
策
能
力
が
あ
り
、

理
念
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
政
治
家
が
中
心
と
な
る
時
代
に
移
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
二
四
年
の
間
こ
そ
、
島
根
県
の
憲
政
会
が
名
望

家
政
党
か
ら
の
質
的
転
換
を
図
っ
て
い
く
転
換
期
で
あ
っ
た
。
次
節
で
は
具
体
的

な
憲
政
会
勢
力
の
展
開
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
第
二
節
　
憲
政
会
勢
力
の
伸
長

一
九
二
一
年
に
原
首
相
が
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
で
、
政
友
会
総
裁
に
就
任
し
た
高

橋
是
清
が
新
首
相
に
就
任
し
た
。
し
か
し
、
高
橋
内
閣
は
閣
内
の
対
立
に
よ
っ
て

翌
年
に
総
辞
職
し
て
、
非
政
党
内
閣
の
加
藤
友
三
郎
内
閣
が
成
立
し
た
。
こ
の
こ

と
を
受
け
て
若
槻
は
渡
部
に
政
友
会
の
政
治
姿
勢
と
非
政
党
内
閣
を
批
判
す
る
書

簡
を
発
し
た）
1（
（

。
若
槻
は
書
簡
の
中
で
政
友
会
が
既
に
政
策
に
行
き
詰
っ
て
い
る
に

も
拘
わ
ら
ず
、中
間
内
閣
（
加
藤
友
三
郎
内
閣
）
に
よ
っ
て
延
命
し
た
こ
と
を
「
立

憲
治
下
ノ
大
変
態
」
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
そ
し
て
憲
政
会
は
「
単
ニ
政
権
ヲ
獲

得
ス
ル
」
こ
と
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、「
政
府
及
政
友
会
相
結
託
シ
テ
中
央
地

方
ノ
行
政
ヲ
紊
乱
」
す
る
行
為
を
是
正
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
し
、
更
な
る

後
援
を
渡
部
に
依
頼
し
た
。
重
要
な
点
は
こ
の
書
簡
を
受
け
て
渡
部
が
他
の
憲
政

会
の
支
援
者
に
中
央
政
界
の
情
勢
を
知
ら
せ
る
情
報
源
と
し
て
こ
の
若
槻
書
簡
を

「
差
出
」
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る）
11
（

。
竹
永
三
男
氏
の
指
摘
通
り
、
渡
部
と

若
槻
の
書
簡
の
や
り
取
り
に
よ
っ
て
「
中
央
政
界
の
具
体
的
な
情
報
」
が
「
島
根

県
・
松
江
地
域
の
憲
政
会
勢
力
に
詳
細
に
伝
達
さ
れ
て
い
た
」
の
で
あ
る）
11
（

。
付
言

す
る
と
、
こ
の
書
簡
に
は
憲
政
会
の
立
場
や
理
念
、
政
策
を
支
持
者
・
支
援
者
に

訴
え
る
意
味
が
あ
っ
た
。
憲
政
会
の
政
治
家
が
自
ら
の
主
張
を
地
域
の
支
持
者
に

浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
も
う
一
つ
の
事
例
と
し
て
、
先
の
若
槻
書
簡
ど
同
様

に
加
藤
友
三
郎
内
閣
が
成
立
し
た
時
に
、
俵
孫
一
が
支
援
者
に
向
け
て
発
し
た
書

簡
が
あ
る）
11
（

。

陳
者
過
般
の
政
変
は
実
に
遺
憾
の
至
に
不
耐
候
。
由
来
政
友
会
内
閣
は
名
を

積
極
政
策
に
借
り
て
専
ら
党
利
党
略
に
耽
り
、
戦
時
戦
後
に
亘
り
対
応
の
索
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を
怠
り
、
無
為
放
漫
秕
政
百
出
物
価
は
愈
々
騰
り
て
生
活
は
弥
々
難
く
官
紀

乱
れ
綱
紀
弛
み
入
超
止
む
る
に
由
な
く
不
景
気
挽
回
の
策
な
く
し
て
公
債
の

募
集
不
可
能
に
陥
れ
り
…
然
る
に
政
友
会
は
尚
政
権
に
恋
々
と
し
て
陰
謀
怠

ら
ず
不
法
に
も
自
己
の
立
場
を
忘
れ
て
、
政
党
を
排
擠
し
所
謂
中
間
内
閣
を

擁
立
し
て
政
局
当
然
の
推
移
を
妨
げ
、
一
面
元
老
は
徒
ら
に
偸
安
を
事
と
し

て
民
心
の
一
新
に
意
を
致
さ
ず
政
友
会
の
詭
計
に
乗
せ
ら
れ
て
大
勢
の
観
測

を
誤
り
憲
政
の
円
滑
な
る
運
行
を
阻
む
に
至
る
…
世
に
政
友
会
内
閣
の
行
動

に
懲
り
政
党
の
弊
害
を
悪
む
の
余
り
、
自
然
政
党
を
否
認
し
専
制
を
追
慕
す

る
陋
見
を
抱
く
も
の
あ
り
。
然
れ
ど
も
是
れ
民
本
政
治
の
真
相
を
会
得
せ
ざ

る
も
の
に
し
て
所
謂
害
虫
を
駆
ら
ん
と
し
て
根
幹
を
枯
死
せ
し
む
る
に
外
な

ら
ず
。蓋
し
政
党
の
弊
を
矯
む
る
唯
一
の
方
法
は
政
党
を
以
て
す
る
に
在
り
。

甲
党
去
り
乙
党
之
を
承
け
丙
党
之
に
代
り
斯
く
し
て
政
策
は
常
に
新
に
し
て

民
心
鬱
屈
せ
ず
、
弊
竇
の
根
源
自
ら
芟
除
せ
ら
れ
綱
紀
を
内
外
に
粛
正
し
て

こ
そ
始
め
て
憲
法
政
治
輿
論
政
治
に
有
終
済
美
の
真
価
あ
ら
し
む
る
所
以
に

し
て
、
若
し
説
者
の
見
の
如
く
せ
ば
寧
ろ
憲
法
中
止
を
断
ず
る
の
外
な
く
、

況
や
此
間
縦
横
政
権
の
移
行
に
私
曲
を
弄
し
当
然
の
帰
趣
を
妨
ぐ
る
も
の
の

如
き
は
、
之
を
憲
政
の
賊
と
称
す
る
も
過
言
に
非
ず
と
存
候
…

注
目
す
べ
き
点
は
、
政
友
会
の
政
権
運
営
と
放
漫
財
政
を
批
判
し
つ
つ
、
政
党

政
治
の
弊
害
を
政
党
間
の
政
権
交
代
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
俵
は
政
党
政
治
に
よ
っ
て
こ
そ
民
心
を
繋
ぎ
、「
民
本
政
治
」

の
実
現
が
出
来
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
書
簡
の
形
式
は
宛
名
の
な
い
印
刷
物
形
式

で
あ
り
、
多
く
の
支
援
者
に
配
布
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
俵
は
一
九
二
二
年

当
時
は
浪
人
時
代
で
あ
り
、
次
の
選
挙
に
向
け
た
準
備
を
し
て
い
た
。
俵
は
機
関

誌
『
憲
政
』
誌
上
で
も
同
年
の
島
根
県
議
選
の
選
挙
干
渉
や
、
道
路
工
事
に
つ
い

て
「
一
村
か
ら
五
十
名
以
上
政
友
会
に
入
会
す
れ
ば
必
ず
県
費
支
弁
と
な
る
」
と

入
党
を
勧
誘
し
て
い
る
利
益
誘
導
の
事
例
を
挙
げ
て
政
友
会
を
批
判
し
て
い
る）
11
（

。

一
九
二
四
年
の
第
一
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
憲
政
会
は
綱
紀
粛
正
、
普
選

の
実
施
、
行
財
政
整
理
の
三
大
政
策
を
標
榜
す
る
が）
11
（

、
若
槻
と
俵
の
主
張
は
そ
れ

ら
と
合
致
す
る
と
言
え
る
。
憲
政
会
が
こ
の
よ
う
な
政
策
や
理
念
を
整
備
し
た
背

景
に
は
、
長
く
野
党
の
地
位
に
あ
る
中
で
政
友
会
の
よ
う
な
利
益
誘
導
に
よ
る
支

持
獲
得
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
政
治
的
姿
勢
こ
そ

普
選
に
対
応
す
る
政
党
へ
の
質
的
転
換
の
萌
芽
と
な
っ
た
。

次
の
総
選
挙
が
迫
る
中
、
普
選
実
現
を
目
指
す
立
憲
青
年
党
の
動
き
が
全
国
的

に
広
が
っ
て
い
く）
11
（

。
島
根
県
の
青
年
党
も
他
地
域
と
同
じ
く
憲
政
会
に
近
い
政
治

勢
力
と
し
て
成
立
し
た
。島
根
県
青
年
党
の
発
起
人
で
あ
る
山
崎
定
道
は
憲
政
会
・

民
政
党
の
県
議
で
渡
部
と
も
数
回
面
会
し
て
い
る）
11
（

。
ま
た
、
青
年
党
大
原
郡
部
会

の
発
会
式
で
は
当
時
憲
政
会
島
根
支
部
長
だ
っ
た
高
橋
久
次
郎
が
演
説
し
て
い
る

他）
11
（

、
簸
川
郡
部
会
の
発
会
式
で
は
普
通
選
挙
の
実
施
、
清
浦
圭
吾
内
閣
の
否
認
、

陰
陽
線
開
通
な
ど
を
求
め
る
決
議
が
な
さ
れ
た）
11
（

。

重
要
な
点
は
島
根
県
の
青
年
党
が
名
望
家
層
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
い

う
点
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
に
島
根
県
立
憲
青
年
党
総
理
に
就
任
し
た
江
角
興
義）
1（
（

は
、
民
政
党
の
県
会
議
員
で
県
有
数
の
大
地
主
だ
っ
た
。
先
述
の
よ
う
に
克
堂
会

の
活
動
を
支
え
た
の
も
伝
統
的
な
名
望
家
層
で
あ
っ
た
。
島
根
県
の
憲
政
会
勢
力

は
、
若
槻
や
俵
ら
政
治
家
が
活
動
の
中
心
と
な
り
、
そ
こ
に
資
金
面
で
の
支
援
を

す
る
名
望
家
と
、
運
動
面
を
支
援
す
る
青
年
党
と
い
う
三
つ
の
勢
力
で
形
成
さ
れ

て
い
た
。
島
根
県
の
憲
政
会
勢
力
で
は
名
望
家
政
党
か
ら
普
選
に
も
対
応
で
き
る

政
党
に
転
換
し
て
い
く
準
備
が
進
ん
で
い
た
と
言
え
る
。

一
九
二
四
年
に
清
浦
圭
吾
内
閣
が
成
立
す
る
と
、
そ
の
支
持
を
め
ぐ
っ
て
政
友

会
が
分
裂
し
、
選
挙
は
清
浦
内
閣
を
支
持
す
る
政
友
本
党
と
こ
れ
に
反
対
す
る
憲

五
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政
会
、
政
友
会
、
革
新
倶
楽
部
の
護
憲
三
派
と
い
う
構
図
に
な
っ
た
。
島
根
県
で

は
島
田
俊
雄
を
除
く
政
友
会
の
全
代
議
士
が
政
友
本
党
に
参
加
し
た）
11
（

。

こ
の
総
選
挙
で
憲
政
会
は
大
き
く
議
席
を
伸
ば
し
た
（
表
３
））
11
（

。
注
目
さ
れ
る

の
が
、
こ
の
時
期
に
若
槻
が
島
根
県
下
の
憲
政
会
勢
力
を
束
ね
る
中
心
的
存
在
と

な
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
候
補
者
選
定
に
つ
い
て
若
槻
は
渡
部
に
松
江
市
か
ら
佐

藤
球
三
郎）
11
（

を
立
擁
立
さ
せ
る
よ
う
勧
め
、
更
に
第
三
区
の
木
村
小
左
衛
門
の
立
候

補
を
当
時
の
憲
政
会
島
根
支
部
長
の
高
橋
久
次
郎
と
相
談
す
る
よ
う
に
求
め
た）
11
（

。

後
に
若
槻
は
『
古
風
庵
回
顧
録
』
で
憲
政
会
に
後
藤
新
平
を
呼
び
戻
し
て
加
藤

と
の
二
頭
体
制
で
党
運
営
を
図
る
方
針
に
反
対
し
た
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。島

根
県
代
議
士
中
の
長
老
高
橋
久
次
郎
君
を
呼
ん
で
、
党
内
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
議
論
が
あ
っ
て
、
加
藤
排
斥
の
空
気
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
加
藤
が
辞
め

れ
ば
お
れ
も
辞
め
る
か
ら
、
そ
う
思
っ
て
い
て
く
れ
と
言
っ
た
。
す
る
と
、

高
橋
は
、
そ
の
場
合
に
は
、
島
根
県
の
代
議
士
は
み
な
脱
党
し
ま
す
と
言
う
。

そ
れ
な
ら
ば
お
れ
も
大
へ
ん
気
が
強
く
な
る
。
お
れ
は
万
事
解
決
す
る
つ
も

り
だ
が
、
も
し
解
決
し
き
ら
ん
場
合
に
は
、
必
ず
い
っ
し
ょ
に
脱
党
し
よ
う

と
固
く
約
束
し
た）
11
（

。

若
槻
が
名
実
と
も
に
島
根
県
下
の
憲
政
会
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

こ
の
選
挙
で
は
憲
政
会
か
ら
出
馬
し
て
在
郷
軍
人
会
の
支
援
を
受
け
た
陸
軍
出

身
の
稲
垣
三
郎
の
存
在
が
興
味
深
い
。
同
じ
選
挙
区
で
争
っ
た
政
友
本
党
の
櫻
内

は
稲
垣
の
応
援
に
在
郷
軍
人
会
が
県
下
を
挙
げ
て
応
援
し
た
と
回
想
し
て
い
る）
11
（

。

克
堂
会
も
会
の
名
前
で
稲
垣
を
応
援
す
る
葉
書
を
発
し
た）
11
（

。

こ
の
選
挙
後
に
『
大
朝
』
は
島
根
県
の
憲
政
会
勢
力
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報

じ
た）
11
（

。
第
一
区
松
江
選
挙
区
に
つ
い
て
は
、「
今
回
は
是
非
と
も
勝
を
制
し
て
態
勢
を

挽
回
せ
ね
ば
と
云
う
固
い
決
心
の
も
と
に
、
幹
部
初
め
同
派
の
党
員
の
外
青
年
党

在
郷
軍
人
会
の
熱
烈
な
応
援
を
得
た
」
こ
と
で
勝
利
で
き
た
。
そ
し
て
こ
の
結
果

は
「
松
江
市
民
が
政
治
的
に
目
覚
め
て
来
た
の
を
、
一
つ
は
在
郷
軍
人
、
青
年
党

員
等
が
選
挙
界
の
廓
清
を
図
る
為
め
に
忌
ま
わ
し
い
買
収
行
為
を
阻
止
し
た
等
が

可
な
り
有
力
な
原
因
を
な
し
て
居
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
筈
だ
」
と
結
論
付
け

た
。
第
二
区
に
つ
い
て
は
稲
垣
が
敗
れ
こ
そ
し
た
が
「
青
年
党
員
等
の
応
援
の
も

と
に
非
常
に
健
闘
し
」
た
。
更
に
少
額
の
選
挙
費
用
で
善
戦
出
来
た
の
は
「
言
論

の
力
と
青
年
軍
人
の
目
覚
め
た
活
動
」
に
よ
る
も
の
で
、「
戦
い
に
は
敗
れ
て
も

此
貴
い
試
練
に
は
成
功
し
た
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
ら
」
な
い
と
し
た
。
第
三
区
の

木
村
に
つ
い
て
も
「
青
年
党
員
の
大
活
動
」
に
よ
っ
て
勝
利
し
た
も
の
と
評
価
し

た
。こ

の
よ
う
に
憲
政
会
の
勝
利
は
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
好
意
的
に
評
価
さ
れ
た
。
と

し
て
政
策
を
訴
え
て
勝
利
を
収
め
た
。

護
憲
三
派
内
閣
成
立
後
の
政
治
過
程
の
中
で
、
島
根
県
に
と
っ
て
重
要
な
転
機

と
な
っ
た
の
が
第
一
次
若
槻
内
閣
の
成
立
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
に
急
死
し
た
加

藤
首
相
の
後
継
と
し
て
若
槻
が
首
相
に
就
任
し
た
。
松
江
市
で
は
克
堂
会
や
市
に

よ
る
大
々
的
な
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た）
11
（

。
同
年
の
県
議
会
議
員
選
挙
で
は
憲
政
会
が

議
席
を
八
名
か
ら
十
九
名
に
議
席
を
増
や
す
躍
進
を
見
せ
た）
1（
（

。
後
の
浜
口
雄
幸
内

閣
期
に
内
務
省
が
各
地
方
の
政
情
を
調
査
し
た
「
地
方
政
情
調
」
は
「
大
正
十
五

年
一
月
若
槻
内
閣
ノ
成
立
ス
ル
ヤ
、
島
根
県
内
閣
又
ハ
出
雲
内
閣
ノ
出
現
ナ
リ
ト

称
シ
、
主
義
政
策
ヲ
超
越
シ
テ
県
民
挙
テ
之
ヲ
栄
誉
ナ
リ
ト
シ
、
内
閣
並
若
槻
総

裁
ノ
率
イ
ル
憲
政
会
ヲ
謳
歌
ス
ル
ニ
至
リ
、
急
激
ニ
党
勢
ノ
進
展
ヲ
見
」、「
県
会

六
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議
員
ノ
如
キ
其
ノ
定
数
三
十
名
中
憲
政
会
所
属
ノ
者
僅
カ
ニ
七
名
ナ
リ
シ
ニ
、
昭

和
二
年
施
行
ノ
県
会
議
員
選
挙
ニ
於
テ
ハ
一
躍
十マ

マ
八
名
ノ
多
数
ヲ
選
出
ス
ル
ニ
至

レ
ル
カ
如
キ
ハ
其
ノ
著
シ
キ
反
映
ノ
一
ナ
リ
シ
」
と
し
て
お
り
、
憲
政
会
の
党
勢

が
大
き
く
伸
長
し
た
き
っ
か
け
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る）
11
（

。
内
務
省
に
よ
る
普
通

選
挙
施
行
後
の
党
勢
調
査
を
見
る
と
、
特
に
若
槻
の
出
身
の
松
江
市
を
含
む
第
一

区
で
の
憲
政
会
の
伸
長
が
顕
著
な
こ
と
が
わ
か
る
（
表
４
）。
こ
こ
で
憲
政
会
の

伸
び
と
同
時
に
注
目
さ
れ
る
の
が
無
所
属
の
多
さ
で
あ
る
。
従
来
の
有
権
者
層
と

は
異
な
る
多
く
の
無
党
派
層
が
普
選
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
無
党
派
層
の
支
持
獲
得
の
た
め
に
憲
政
会
と
後
継
の
民
政
党
の
質
的
転

換
は
更
に
進
ん
で
い
く
。

　

政
権
を
獲
得
し
た
憲
政
会
は
、
普
通
選
挙
制
度
の
実
現
な
ど
の
政
策
を
実
行
に

移
し
て
い
く
が
、
一
方
で
政
権
を
獲
得
し
た
こ
と
で
憲
政
会
も
利
益
要
求
と
向
き

合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

利
益
要
求
の
一
例
と
し
て
松
江
港
築
港
陳
情
の
例
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
第
一

次
若
槻
内
閣
期
に
渡
部
と
遠
藤
清
衛
松
江
市
議
会
議
長
ら
一
行
が
松
江
港
築
港
の

陳
情
の
為
に
上
京
し
た）
11
（

。
そ
こ
で
渡
部
ら
は
若
槻
首
相
、
木
村
小
左
衛
門
首
相
秘

書
官
、
浜
口
雄
幸
内
相
、
俵
内
務
政
務
次
官
、
潮
恵
之
輔
内
務
省
地
方
局
長
、
川

崎
卓
吉
内
務
次
官
ら
と
面
会
し
松
江
港
築
港
の
陳
情
を
行
っ
た
。
松
江
港
の
築
港

は
一
九
二
六
年
六
月
に
市
議
会
に
案
が
提
出
さ
れ
、
八
月
に
知
事
に
請
願
書
が
提

出
さ
れ
た
。
費
用
を
県
と
市
が
折
半
負
担
す
る
形
で
一
九
二
八
年
か
ら
工
事
が
開

始
さ
れ
て
一
九
三
二
年
に
完
成
し
た）
11
（

。若
槻
内
閣
と
の
関
係
は
判
然
と
し
な
い
が
、

政
党
内
閣
が
成
立
し
た
こ
と
で
利
益
要
求
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。

　
　
　
第
二
章
　
島
根
県
に
お
け
る
立
憲
民
政
党
勢
力
の
形
成
と
展
開

民
政
党
の
結
党
に
よ
っ
て
二
大
政
党
に
よ
る
政
権
交
代
の
時
代
、い
わ
ゆ
る「
憲

政
の
常
道
」
の
時
代
が
到
来
し
た
。
本
章
で
は
民
政
党
結
党
に
至
る
島
根
県
の
政

治
過
程
と
、
そ
の
後
の
島
根
県
の
政
治
状
況
と
、
島
根
県
下
の
民
政
党
の
活
動
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

第
一
節
　
立
憲
民
政
党
島
根
支
部
の
結
成
と
展
開

一
九
二
七
年
に
憲
政
会
と
政
友
本
党
が
合
同
し
て
立
憲
民
政
党
が
結
党
さ
れ

た
。
こ
の
間
、
第
一
次
若
槻
内
閣
が
総
辞
職
し
、
政
友
会
の
田
中
義
一
内
閣
が
発

足
し
て
い
た
。
地
方
で
も
憲
本
合
同
の
動
き
が
波
及
し
、
島
根
県
で
も
憲
政
会
と

政
友
本
党
が
合
同
し
て
民
政
党
が
結
党
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
が
、
先
述
の
「
地

方
政
情
調
」
は
そ
の
合
同
に
つ
い
て
「
民
政
党
島
根
支
部
ノ
創
立
ハ
容
易
ニ
其
ノ

機
運
ニ
到
達
ス
ル
ニ
至
ラ
サ
リ
シ
所
、
当
時
ノ
民
政
党
幹
事
長
タ
リ
シ
櫻
内
幸
雄

帰
県
シ
専
ラ
元
政
友
本
党
系
有
志
ノ
勧
誘
ニ
努
メ
タ
ル
結
果
、
漸
ク
両
派
合
体

シ
」、「
遂
ニ
支
部
ノ
発
会
式
ヲ
挙
行
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
茲
ニ
表
面
上
其
ノ
歩
調
ヲ

一
ニ
シ
一
大
勢
力
ヲ
成
ス
ニ
至
レ
リ）
11
（

」
と
容
易
に
合
同
が
進
ま
な
か
っ
た
と
し
て

お
り
、
調
停
に
旧
政
友
本
党
の
櫻
内
が
尽
力
し
た
と
し
て
い
る）
11
（

。
同
年
一
〇
月

二
〇
日
に
民
政
党
島
根
支
部
の
発
会
式
が
挙
行
さ
れ
た）
11
（

。
支
部
長
に
は
同
日
に
開

催
さ
れ
た
克
堂
会
総
会
で
会
長
に
就
任
し
た
佐
藤
喜
八
郎
が
就
任
し
た
。
こ
の
民

政
党
島
根
支
部
の
決
議
で
は
「
我
等
は
現
内
閣
の
菲マ

マ政
が
益
々
国
運
を
萎
靡
せ
し

め
国
民
の
日
常
生
活
を
脅
威
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
黙
視
す
る
に
忍
び
ざ
る
を
以
て

現
内
閣
の
倒
潰
を
期
す
」
と
田
中
内
閣
の
倒
閣
を
目
指
す
決
議
と
、「
我
等
は
更

に
進
ん
で
政
界
の
弊
風
を
打
破
し
中
央
並
び
に
地
方
政
界
の
一
大
刷
新
を
計マ

マり
、

以
っ
て
我
等
国
民
の
日
常
生
活
に
立
脚
せ
る
真
に
正
し
き
政
治
の
実
現
を
期
す
」

七
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と
す
る
決
議
が
な
さ
れ
た
。
以
後
民
政
党
島
根
支
部
は
各
郡
に
組
織
を
展
開
し
て

来
る
べ
き
普
選
に
備
え
て
い
く）
11
（

。

し
か
し
、
憲
政
系
と
本
党
系
の
対
立
は
残
っ
た
。
象
徴
的
な
事
件
が
一
九
二
八

年
に
起
き
た
政
友
本
党
を
率
い
て
民
政
党
に
合
流
し
た
床
次
竹
二
郎
の
脱
党
問
題

だ
っ
た
。
櫻
内
は
こ
の
脱
党
を
事
前
に
全
く
知
ら
な
か
っ
た
ら
し
く）
11
（

、
そ
の
去
就

が
注
目
さ
れ
た）
11
（

。
民
政
党
島
根
支
部
か
ら
は
佐
藤
支
部
長
が
上
京
し
て
留
党
の
説

得
に
あ
た
っ
た）
1（
（

。
元
政
友
本
党
の
県
議
で
櫻
内
に
近
い
こ
と
で
知
ら
れ
た
天
野
種

三
郎
は
櫻
内
が
脱
党
す
れ
ば
こ
れ
と
行
動
を
共
に
す
る
と
ま
で
述
べ
た
が）
11
（

、
櫻
内

が
留
党
を
決
断
し
た
こ
と
で
分
裂
は
回
避
さ
れ
た）
11
（

。

こ
の
政
変
を
受
け
て
若
槻
は
渡
部
に
書
簡
で
、民
政
党
内
の
混
乱
を
詫
び
つ
つ
、

床
次
は
首
相
の
座
欲
し
さ
に
脱
党
し
た
と
述
べ
た
上
で
、
そ
の
よ
う
な
目
論
見
は

失
敗
す
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た）
11
（

。
ま
た
あ
わ
せ
て
党
内
に
除
名
者
が
出
た
件
を
指
摘

し
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
の
民
政
党
は
政
友
会
か
ら
の
分
裂
工
作
を
受
け
て
、
脱

党
者
が
相
次
ぐ
な
ど
守
勢
に
立
た
さ
れ
て
い
た）
11
（

。
若
槻
は
こ
う
し
た
情
勢
を
受
け

つ
つ
「
政
界
ノ
悪
ブ
ロ
ー
カ
ー
」
が
代
議
士
の
不
平
不
満
を
利
用
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
、
こ
う
し
た
混
乱
は
や
が
て
収
束
す
る
だ
ろ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
民

政
党
が
政
権
を
獲
得
し
て
政
治
が
安
定
す
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う
展
望
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
若
槻
ら
民
政
党
の
政
治
家
は
こ
う
し
た
動
揺
に
つ
い
て
の
弁
明
に

追
わ
れ
つ
つ
、
民
政
党
へ
の
支
持
を
繋
ぎ
と
め
よ
う
と
し
て
い
た
。

一
九
二
九
年
の
浜
口
民
政
党
内
閣
成
立
後
の
状
況
を
「
地
方
政
情
調
」
は
「
県

下
民
政
党
ノ
分
裂
ハ
想
像
シ
難
シ）
11
（

」
と
し
て
い
る
が
、
憲
政
系
と
本
党
系
の
対
立

は
残
り
続
け
る
こ
と
に
な
る）
11
（

。

一
九
二
八
年
か
ら
一
九
三
二
年
ま
で
の
三
回
の
総
選
挙
の
結
果
は
い
ず
れ
も
民

政
党
が
議
席
上
に
お
い
て
は
多
数
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た）
11
（

。
一
九
二
八
年
の
総

選
挙
後
に
若
槻
は
渡
部
に
選
挙
の
勝
利
に
つ
い
て
感
謝
す
る
書
簡
を
書
き
送
っ
て

い
る）
11
（

。
選
挙
戦
で
は
克
堂
会
や
青
年
党
が
活
動
の
中
心
を
担
っ
た）
11
（

。
青
年
党
は
総

選
挙
前
の
総
会
で
宣
言
を
発
表
し
、「
吾
等
の
要
望
す
る
初
度
の
普
選
に
直
面
し

て
民
政
党
の
政
策
を
支
持
す
る
こ
と
」、「
国
民
の
総
意
に
反
す
る
内
閣
の
倒
壊
を

期
す
る
こ
と
」、「
地
方
産
業
の
開
発
並
に
農
村
の
根
本
的
救
済
を
図
る
こ
と
」、「
党

弊
の
瀰
漫
を
防
止
し
政
界
の
廓
清
を
期
す
る
こ
と
」
を
決
議
し
た）
1（
（

。
民
政
党
へ
の

支
持
を
明
確
に
す
る
と
共
に
、
産
業
政
策
や
農
村
救
済
も
掲
げ
た
。
青
年
党
は
民

政
党
結
党
後
も
有
力
な
支
持
勢
力
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
普
選
に
あ
わ
せ
て
克
堂
会
以
外
に
も
政
治
家
の
後
援
会
が
発
会
し
て
い

く
。
櫻
内
の
蒼
天
会）
11
（

、
島
田
俊
雄
の
硯
堂
会）
11
（

、
俵
の
後
援
会
が
確
認
で
き
る）
11
（

。
注

目
す
べ
き
は
後
援
会
と
共
に
郡
部
会
も
あ
わ
せ
て
発
会
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る）
11
（

。

部
会
と
後
援
会
は
同
一
的
な
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
展
開
は
普
選
に
向
け
た
準

備
で
あ
っ
た
。

最
後
に
民
政
党
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
県
会
の
様
子
を
見
て

い
き
た
い）
11
（

。
先
述
の
よ
う
に
憲
政
会
と
政
友
本
党
の
合
流
に
よ
っ
て
民
政
党
は
一

大
政
治
勢
力
を
県
下
で
形
成
し
た
。
知
事
は
他
府
県
と
同
じ
く
政
権
交
代
の
度
に

交
代
し
た
が
、
民
政
党
が
絶
対
多
数
派
だ
っ
た
た
め
、
二
大
政
党
の
対
立
に
よ
っ

て
議
会
が
混
乱
す
る
よ
う
な
事
態
は
起
ら
な
か
っ
た）
11
（

。
そ
の
よ
う
な
島
根
県
会
を

揺
る
が
し
た
の
が
今
市
農
学
校
問
題
で
あ
る
。
一
九
二
九
年
に
学
校
の
組
織
変
更

に
伴
い
今
市
農
商
学
校
が
設
置
さ
れ
、
一
九
三
一
年
頃
か
ら
農
業
科
の
分
離
の
陳

情
運
動
が
展
開
さ
れ
た）
11
（

。
こ
の
農
科
昇
格
を
め
ぐ
っ
て
、
農
科
分
離
の
原
案
を
支

持
す
る
憲
政
系
と
原
案
反
対
の
本
党
系
が
対
立
し
た
。
少
数
派
の
政
友
系
が
本
党

系
に
加
わ
り
、
憲
政
系
か
ら
造
反
議
員
が
出
る
な
ど
県
会
の
情
勢
は
混
乱
し
た
。

反
対
派
の
主
張
は
今
回
の
農
科
昇
格
は
従
来
の
学
校
整
備
の
漸
進
主
義
に
反
し）
11
（

、

地
域
の
自
治
を
侵
害
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た）
11
（

。
結
局
原
案
は
民
政
党
一
一
名

の
反
対
を
含
む
三
〇
名
中
一
六
名
の
反
対
で
否
決
と
な
っ
た）
1（
（

。
こ
れ
に
対
し
て
今
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市
町
で
は
原
案
執
行
を
求
め
る
町
民
大
会
が
開
催
さ
れ
た）
11
（

。
最
終
的
に
は
県
当
局

の
働
き
か
け
で
原
案
執
行
が
決
定
し
て）
11
（

、
一
九
三
三
年
四
月
一
日
に
今
市
農
業
学

校
が
開
校
し
た
。

こ
の
問
題
か
ら
は
憲
政
系
と
本
党
系
の
対
立
が
合
流
後
も
存
在
し
続
け
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
感
情
的
と
も
言
え
る
対
立
が
度
々
表
面
化
し
、
こ
う
し
た
政
党

の
内
紛
が
政
党
不
信
を
強
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節
　
島
根
県
青
年
連
盟
大
会
の
開
催

本
節
で
は
島
根
県
下
の
民
政
党
の
取
り
組
み
と
し
て
、
一
九
二
七
年
に
開
催
さ

れ
た
島
根
県
青
年
連
盟
大
会
を
取
り
上
げ
た
い）
11
（

。
こ
れ
は
松
陽
新
報
社
の
主
催
し

た
民
政
党
中
心
の
政
談
演
説
会
で
あ
り
、
民
政
党
の
支
持
者
や
県
議
、
代
議
士
ら

が
出
席
し
た
。

こ
こ
で
戦
前
日
本
の
地
方
紙
の
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
当
時
の
地
方

紙
は
政
党
の
機
関
紙
的
役
割
を
は
た
し
て
い
た）
11
（

。
地
方
紙
の
多
く
は
政
党
関
係
者

に
よ
る
出
資
で
運
営
さ
れ
て
い
た
。
島
根
県
で
は
『
山
陰
』
と
『
松
陽
』
の
二
大

新
聞
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
政
友
会
系
と
憲
政
会
・
民
政
党
系
に
分
れ
て
い

た）
11
（

。『
山
陰
』
は
島
田
や
政
友
会
時
代
の
櫻
内
ら
が
経
営
を
支
え
た
。『
松
陽
』
の

方
は
先
述
の
よ
う
に
岡
崎
が
創
刊
し
た
。『
山
陰
』
が
経
営
難
に
陥
る
中
、『
松
陽
』

は
発
行
部
数
、
設
備
、
人
材
面
で
優
位
に
立
っ
て
い
く）
11
（

。『
松
陽
』
は
憲
政
会
・

民
政
党
の
党
勢
を
支
え
る
有
力
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
。

大
会
は
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
来
賓
と
し
て
衆
議
院
議
員
の
木
村
、

県
会
議
員
の
山
崎
、
渡
部
、
加
藤
惣
太
郎
、
松
陽
新
報
社
か
ら
は
勝
部
本
衛
門
副

社
長
、
井
原
大
之
助
編
集
局
長
ら
が
出
席
し
た
。
開
会
の
挨
拶
を
し
た
勝
部
は
昨

年
の
連
盟
大
会
の
盛
況
を
述
べ
、
他
の
地
域
で
開
催
さ
れ
て
い
る
擬
国
会
的
な
取

り
組
み
と
比
べ
て
、
青
年
連
盟
大
会
は
、
地
方
問
題
を
中
心
的
に
論
じ
た
点
を
高

く
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
今
回
演
説
す
る
弁
士
た
ち
が
投
票
で
選

出
さ
れ
た
こ
と
が
「
民
衆
的
時
代
精
神
」
に
投
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
た
と
述
べ
た
。

井
原
は
昨
年
の
連
盟
大
会
の
成
果
に
つ
い
て
島
根
県
の
予
算
と
大
会
の
決
議
が

類
似
し
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
、
大
会
で
の
議
論
や
決
議
が
県
会
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
る
と
述
べ
た
。
更
に
県
議
の
加
藤
は
地
方
問
題
を
中
心
的
に
論
じ
る
こ
と

を
前
提
に
し
た
上
で
教
育
、
勧
業
、
交
通
の
政
策
を
重
視
し
、
こ
の
大
会
で
の
決

議
を
県
会
で
積
極
的
に
反
映
さ
せ
て
い
く
姿
勢
を
見
せ
た
。
渡
部
も
「
よ
き
県
政

の
参
考
資
料
」
が
出
来
る
こ
と
を
期
待
す
る
旨
を
述
べ
た
。

大
会
で
議
長
を
務
め
た
木
村
は
普
選
が
多
年
の
努
力
の
結
果
実
現
さ
れ
た
こ
と

を
強
調
し
た
上
で
「
先
ず
国
民
の
政
治
的
覚
醒
を
必
要
と
す
る
」
と
し
、
大
会
が

普
選
の
中
で
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
述
べ
た
。
普
選
を
控
え
た
中
で
活
発
な
議
論

に
よ
る
国
民
の
政
治
的
自
覚
を
促
す
こ
と
が
大
会
の
目
的
と
さ
れ
た
。

青
年
連
盟
大
会
の
形
式
は
複
数
名
の
弁
士
が
登
壇
し
て
演
説
を
行
う
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
能
義
郡
の
黒
田
幸
治
は
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
述
べ
、
島
根
県
は

小
都
市
割
拠
状
態
に
あ
り
、
交
通
網
の
整
備
と
乗
合
自
動
車
の
役
割
が
重
要
で
あ

る
と
し
て
、
県
の
自
動
車
営
業
の
改
善
を
求
め
た
。
次
に
県
道
の
改
修
に
つ
い
て

道
路
工
夫
の
仕
事
を
関
係
町
村
に
委
託
し
て
青
年
団
、
在
郷
軍
人
分
会
、
消
防
組

等
補
助
金
を
支
出
し
て
道
路
整
備
を
行
わ
せ
る
案
を
述
べ
た
。

松
江
市
出
身
で
克
堂
会
の
理
事
な
ど
を
務
め
た
瀧
川
辰
郎）
11
（

は
衆
議
院
の
普
選
に

先
立
っ
て
実
施
さ
れ
た
地
方
選
の
普
選
に
お
け
る
投
票
率
の
不
振
に
つ
い
て
論
じ

た
。
瀧
川
は
普
選
尚
早
論
者
の
議
論
を
牽
制
し
つ
つ
、
棄
権
の
原
因
に
つ
い
て
内

務
省
の
調
査
結
果
か
ら
「
一
、
有
権
者
の
激
増
二
、
普
通
選
挙
法
の
趣
旨
不
徹
底

三
、
普
通
選
挙
法
の
難
解
四
、
有
権
者
狩
出
し
の
禁
止
五
、
議
会
政
治
の
否
定
六
、

偶
発
的
事
実
の
各
項
を
あ
げ
」
た
。
そ
の
上
で
棄
権
の
防
止
方
策
に
つ
い
て
対
策
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を
進
め
る
よ
う
論
じ
た
。

八
束
郡
の
福
島
米
治
は
銀
行
や
郵
便
貯
金
信
用
組
合
な
ど
の
場
合
だ
と
弱
い
立

場
の
人
間
が
不
利
な
状
況
に
あ
る
と
し
て
、
公
益
質
屋
の
設
置
に
よ
っ
て
返
済
猶

予
な
ど
の
救
済
措
置
を
設
け
る
べ
き
だ
と
し
た
。

簸
川
郡
の
青
年
党
部
会
長
を
務
め
た
安
食
義
憲）
11
（

は
、
普
選
法
に
よ
っ
て
青
年
が

有
権
者
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
公
民
教
育
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
公
民
教
育

の
内
容
と
は
「
立
憲
的
主
義
に
依
る
自
治
的
訓
練
」
で
あ
る
と
し
、
具
体
的
な
内

容
と
し
て
小
学
校
教
育
に
お
け
る
公
民
科
の
設
置
や
、
青
年
団
に
政
談
演
説
を
聞

く
機
会
を
与
え
る
こ
と
、
戸
主
会
や
自
治
会
の
自
治
的
な
進
歩
を
促
す
こ
と
な
ど

を
挙
げ
た
。
次
に
立
憲
政
治
の
特
質
に
つ
い
て
は
「
人
民
が
協
同
利
益
の
た
め
人

民
の
総
意
に
依
り
立
憲
政
治
を
行
い
、
民
心
に
依
っ
て
議
会
政
治
を
行
う
点
」
と

「
国
民
自
ら
政マ

マ府
を
行
う
こ
と
で
国
民
が
無
自
覚
で
は
正
し
い
政
治
は
出
来
な
い
」

点
に
あ
る
と
し
て
、国
民
が
輿
論
を
起
し
て
政
治
家
を
率
い
る
べ
き
だ
と
述
べ
た
。

八
束
郡
の
平
塚
繁
重
は
農
村
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
、
蚕
糸
業
の
不
振

こ
そ
農
村
疲
弊
の
最
大
の
原
因
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
上
で
蚕
糸
業
が
蚕
種
業
、

養
蚕
業
、
製
糸
業
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
こ
れ
ら
の
協
調

が
必
要
だ
と
主
張
し
、
品
質
の
改
良
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

こ
の
他
邇
摩
郡
の
勝
部
信
義
が
政
友
会
の
農
村
政
策
を
批
判
し
た
他
、
簸
川
郡

の
福
間
常
信
は
政
友
会
を
批
判
し
て
「
立
憲
民
政
党
は
天
皇
の
統
治
下
に
於
て
人

民
の
総
意
に
基
く
議
会
中
心
の
政
治
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て

民
政
党
へ
の
支
持
を
訴
え
た
。

島
根
県
青
年
連
盟
大
会
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
第
一
に
地
域
の
政
党
勢
力
と

系
列
下
の
地
方
紙
と
が
一
体
と
な
っ
て
開
催
し
た
国
会
を
擬
し
た
政
談
演
説
会
で

あ
り
、参
加
者
が
旧
憲
政
系
を
中
心
と
す
る
民
政
党
関
係
者
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、

内
容
は
民
政
党
の
政
策
と
合
致
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
議
題
に
上
っ
た
社

会
政
策
の
実
施
、
立
憲
政
治
・
議
会
中
心
主
義
の
実
現
、
投
票
率
の
向
上
に
よ
る

普
通
選
挙
の
充
実
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
民
政
党
が
主
張
し
て
い
た
政
策
と
一
致
す

る
。
政
友
会
批
判
と
民
政
党
に
近
い
政
策
を
議
論
し
、
更
に
そ
れ
を
新
聞
と
い
う

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
、
来
る
べ
き
普
選
に
向
け
て
民
政
党

へ
の
支
持
を
集
め
狙
い
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
は
地
域
社
会
が
抱
え
て
い
た
問
題
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
い
た
点
で
あ

る
。
議
題
に
上
っ
た
道
路
の
問
題
は
利
益
要
求
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
補
助
金
を

受
け
て
地
域
社
会
で
道
路
を
維
持
す
る
と
い
う
、
地
域
内
で
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
・

維
持
す
る
視
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
加
え
て
公
益
質
屋
の
設
置
や
蚕

糸
業
な
ど
生
活
に
直
結
す
る
議
題
が
議
論
さ
れ
た
。

第
三
に
政
党
が
自
ら
の
系
列
紙
を
通
じ
た
政
談
演
説
会
に
よ
っ
て
公
論
を
喚
起

し
、
政
治
的
議
論
を
引
き
起
こ
す
こ
と
で
、
普
選
に
向
け
た
更
な
る
質
的
転
換
を

実
現
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
普
選
が
実
現
し
た
こ
と
で
多
く
の
新
有

権
者
が
誕
生
し
た
。
先
述
の
よ
う
に
そ
の
多
く
は
い
わ
ゆ
る
無
党
派
層
で
あ
っ
た

が
、
彼
ら
の
支
持
を
集
め
る
た
め
に
は
、
公
論
を
喚
起
し
て
広
く
議
論
を
共
有
し

て
、
政
党
へ
の
支
持
を
広
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
大
会
で
議
論
さ
れ
た
内
容
は
政

治
的
な
主
張
か
ら
生
活
に
か
か
わ
る
問
題
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
こ
れ
は
生
活

の
問
題
に
つ
い
て
も
議
論
を
重
ね
、
課
題
を
共
有
し
て
議
会
政
治
に
よ
っ
て
そ
の

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
、
政
党
政
治
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
き
、
そ
の
定
着

を
目
指
す
意
図
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
　
　
　
お
わ
り
に

本
稿
で
は
島
根
県
下
の
憲
政
会
・
立
憲
民
政
党
勢
力
の
形
成
過
程
を
検
討
し
て

き
た
。
以
下
、
明
ら
か
に
し
た
点
を
整
理
し
た
い
。

一
〇

島
根
県
に
お
け
る
憲
政
会
・
立
憲
民
政
党
勢
力
の
形
成
と
展
開
（
杉
谷
直
哉
）
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第
一
に
、
憲
政
会
が
地
方
に
お
い
て
普
選
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
政
党
へ
の
質

的
転
換
を
普
選
が
実
現
す
る
以
前
か
ら
地
方
で
進
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

質
的
転
換
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
若
槻
ら
党
指
導
部
を
担
っ
た
政
治
家
で
あ
っ

た
。
一
九
二
〇
年
の
総
選
挙
に
敗
北
し
た
憲
政
会
は
、
名
望
家
政
党
と
し
て
の
行

き
詰
ま
り
と
政
友
会
の
利
益
誘
導
に
よ
る
党
勢
衰
退
の
中
に
あ
っ
た
。
若
槻
は
政

官
界
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
「
中
央
的
人
種
」
で
あ
り）
11
（

、
地
方
で
の
支
持
基
盤
を

一
か
ら
構
築
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
克
堂
会
は
若
槻
が
地
域
と
の
政
治
的
関
係
を

構
築
し
て
地
盤
を
築
く
足
掛
か
り
と
な
っ
た
。
克
堂
会
の
活
動
を
通
し
て
若
槻
は

岡
崎
に
代
わ
る
憲
政
会
勢
力
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た
。
更
に
若
槻
は
憲

政
会
勢
力
拡
大
の
た
め
に
渡
部
な
ど
の
支
援
者
に
書
簡
を
送
っ
て
政
策
や
理
念
を

浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
。「
中
央
的
人
種
」
は
政
策
に
精
通
し
た
層
で
あ
り
、
彼
ら

の
政
策
や
理
念
の
主
張
が
政
党
の
質
的
転
換
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
あ
え
て
言
え

ば
、
長
ら
く
政
権
か
ら
遠
ざ
か
り
、
政
友
会
の
利
益
誘
導
に
よ
っ
て
地
盤
を
切
り

崩
さ
れ
て
い
た
憲
政
会
は
、こ
の
手
法
で
し
か
党
勢
の
拡
大
を
見
込
め
な
か
っ
た
。

こ
の
手
法
は
青
年
党
の
よ
う
な
新
た
な
政
治
勢
力
が
憲
政
会
に
参
加
す
る
こ
と
に

繋
が
り
、
総
選
挙
で
買
収
を
取
り
締
る
選
挙
戦
を
展
開
し
た
憲
政
会
の
姿
勢
は
メ

デ
ィ
ア
に
も
支
持
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
普
選
法
の
成
立
が
政
党

の
質
的
転
換
の
契
機
と
な
っ
た
と
す
る
従
来
の
見
解
は
正
確
で
は
な
く
、
地
方
で

の
政
党
の
質
的
転
換
は
、
中
央
で
活
動
し
て
い
た
政
治
家
の
政
治
構
想
が
地
方
の

政
党
組
織
と
支
持
者
へ
浸
透
し
た
こ
と
で
普
選
以
前
か
ら
進
み
、
普
選
法
成
立
は

そ
の
質
的
転
換
が
更
に
加
速
し
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
言
え
る
。

第
二
は
憲
政
会
の
質
的
転
換
を
継
承
し
た
民
政
党
が
、
地
方
の
中
で
普
選
実
施

を
見
据
え
て
新
た
な
有
権
者
を
掌
握
す
る
た
め
の
活
動
を
更
に
具
体
的
か
つ
積
極

的
に
推
進
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
島
根
県
青
年
連
盟
大
会
は
、
系
列
紙

の
『
松
陽
』
が
主
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
政
治
的
主
張
だ
け
で
な
く
国

民
の
生
活
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
も
幅
広
い
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の

議
論
は
『
松
陽
』
の
紙
面
を
通
じ
て
島
根
県
全
域
に
発
信
さ
れ
、
多
く
の
有
権
者

に
議
論
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
政
治
的
・
地
域
的
課
題
を

有
権
者
と
政
党
と
議
員
が
共
有
し
て
、
議
会
政
治
に
よ
っ
て
そ
の
課
題
を
解
決
す

る
と
い
う
、
普
選
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
政
策
と
公
論
に
立
脚
し
た
政
党
へ
の
質
的

転
換
が
更
に
進
ん
で
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

最
後
に
民
政
党
結
党
が
地
方
政
治
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
結
論

を
言
え
ば
、
民
政
党
結
党
は
島
根
県
の
政
治
を
安
定
化
さ
せ
な
か
っ
た
。
県
下
の

政
治
勢
力
を
ほ
と
ん
ど
統
合
し
た
民
政
党
だ
っ
た
が
、
旧
憲
政
系
と
旧
本
党
系
の

間
の
対
立
が
議
会
で
し
ば
し
ば
表
面
化
し
た
。
中
央
の
政
界
再
編
が
地
方
に
そ
の

ま
ま
波
及
し
た
こ
と
で
、
地
方
政
界
に
は
歪
み
が
生
じ
て
い
た
。
そ
れ
が
地
方
議

会
と
政
党
の
機
能
不
全
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
党
不
信
は
や
が
て
選

挙
粛
正
運
動
を
支
持
す
る
土
壌
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
他
に
も
島
根
県
の
中
の

出
雲
と
石
見
の
地
域
差
の
問
題
や
、
地
域
の
問
題
に
ど
う
政
党
が
関
与
し
た
の
か

な
ど
の
検
討
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

注
（
（
）
粟
屋
憲
太
郎
『
昭
和
の
政
党
』（
岩
波
書
店
、二
〇
〇
七
年
）（
初
出
は
一
九
八
三
年
）

九
九
頁
―
一
〇
二
頁
。
こ
の
見
解
は
近
年
の
研
究
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
例
え

ば
手
塚
雄
太
『
近
現
代
日
本
の
政
党
支
持
基
盤
形
成
と
変
容
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
七
年
）
二
四
九
頁
―
二
五
〇
頁
。

（
（
）
利
益
誘
導
論
の
代
表
的
な
研
究
と
し
て
有
泉
貞
夫
「
昭
和
恐
慌
前
後
の
地
方
政
治

状
況
」（『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
６　

政
党
内
閣
の
成
立
と
崩
壊
』
山
川
出
版
社
、

一
九
八
四
年
）、
同
「
日
本
近
代
政
治
史
に
お
け
る
地
方
と
中
央
」（『
日
本
史
研
究
』

一
一

島
根
県
に
お
け
る
憲
政
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・
立
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民
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党
勢
力
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形
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と
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（
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第
二
七
一
号
、
一
九
八
五
年
）
が
あ
る
。

（
（
）横
関
至『
近
代
農
民
運
動
と
政
党
政
治
』（
御
茶
の
水
書
房
、一
九
九
九
年
）二
三
〇
頁
、

二
四
三
頁
―
二
四
四
頁
。

（
（
）
奈
良
岡
聰
智
『
加
藤
高
明
と
政
党
政
治
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
（
）井
上
敬
介『
立
憲
民
政
党
と
政
党
改
良
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
、二
〇
一
三
年
）五
頁
。

（
（
）
横
関
前
掲
書
一
七
九
頁
。

（
（
）
升
味
準
之
輔
『
日
本
政
党
史
論
第
五
巻
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）（
初

版
は
一
九
七
九
年
）
二
九
〇
頁
―
二
九
三
頁
、
浅
野
和
生
「
戦
前
総
選
挙
に
お

け
る
集
団
投
票
」（
大
麻
唯
男
伝
記
研
究
会
編
『
大
麻
唯
男�

論
文
編
』
桜
田
会
、

一
九
九
六
年
）、
酒
井
正
文
「
戦
前
期
二
大
政
党
対
立
下
の
選
挙
に
お
け
る
地
方
指

導
者
の
事
大
主
義
的
傾
向
」（
同
上
）、
季
武
嘉
也
『
選
挙
違
反
の
歴
史
』（
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
（
）
伊
藤
之
雄
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
政
党
政
治
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
八
七

年
）
第
二
部
第
一
章
、
雨
宮
昭
一
『
総
力
戦
体
制
と
地
域
自
治
』（
青
木
書
店
、

一
九
九
九
年
）
第
一
章
は
政
党
と
関
係
を
持
っ
て
い
た
青
年
党
や
青
年
団
体
の
活
動

を
通
し
て
政
党
の
質
的
転
換
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
本
稿
で
は
政
党
と
政

治
家
の
活
動
と
そ
れ
に
よ
る
質
的
転
換
が
青
年
党
な
ど
の
新
た
な
政
治
勢
力
を
誘
引

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
（
）
阿
部
恒
久
『「
裏
日
本
」
は
い
か
に
つ
く
ら
れ
た
か
』（
日
本
経
済
評
論
社
、

一
九
九
七
年
）、古
厩
忠
夫
『
裏
日
本
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
七
年
）、内
藤
正
中
『
島

根
県
の
百
年
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）。

（
（0
）
竹
永
三
男
『
初
代
松
江
市
長
福
岡
世
徳
』（
今
井
出
版
、
二
〇
一
三
年
）。

（
（（
）
山
田
政
治
「
島
根
県
に
お
け
る
政
党
勢
力
の
消
長
」（『
島
大
法
学
』
第
九
・
一
〇
号
、

一
九
六
五
年
）。

（
（（
）『
島
根
県
歴
史
人
物
事
典
』（
山
陰
中
央
新
報
社
、
一
九
九
七
年
）。
以
下
断
り
の
無

い
限
り
島
根
県
の
人
物
に
関
す
る
記
述
の
典
拠
は
同
書
に
よ
る
。

（
（（
）
山
田
前
掲
論
文
二
五
七
頁
。

（
（（
）
島
根
県
の
明
治
期
の
選
挙
に
つ
い
て
は
山
田
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
（（
）
白
名
徹
夫
『
島
根
県
新
聞
史
』（
山
陰
新
報
社
、
一
九
五
五
年
）
四
四
頁
に
よ
る
と

岡
崎
は
「
自
分
一
個
の
政
治
資
金
を
費
し
た
だ
け
で
な
く
、
同
志
の
県
市
議
立
候
補

者
や
、
の
ち
岡
崎
に
代
っ
て
憲
政
会
島
根
支
部
長
と
な
っ
た
高
橋
久
次
郎
お
よ
び
そ

の
傘
下
の
政
党
人
た
ち
に
相
当
の
資
金
を
与
え
て
惜
ま
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

（
（（
）
政
友
会
は
斐
伊
川
の
治
水
工
事
を
進
め
る
の
を
交
換
条
件
と
し
て
党
員
を
募
集
し
て

い
る（『
大
阪
朝
日
新
聞
山
陰
版
』一
九
二
一
年
六
月
二
三
日
、以
下『
大
朝
』と
略
記
）。

ま
た
政
友
会
島
根
支
部
総
会
で
は
鉄
道
、
治
水
、
築
港
の
促
成
を
期
す
な
ど
の
決
議

が
な
さ
れ
て
い
る
（『
大
朝
』
一
九
二
二
年
九
月
一
六
日
）。

（
（（
）
渡
邉
宏
明
「
普
通
選
挙
法
成
立
後
の
政
友
本
党
の
党
基
盤
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学

研
究
室
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
二
年
）
で
は
若
槻
の
後
援
会
と
し
て
一
九
二
六

年
に
結
成
さ
れ
た
若
槻
会
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
克
堂
会
と
若
槻
会
の
関
係
は
不

明
で
あ
る
。

（
（（
）『
大
朝
』
一
九
二
〇
年
三
月
二
六
日
、「
渡
部
寛
一
郎
日
記
」
一
九
二
〇
年
三
月
二
五

日
（
以
下
、「
渡
部
日
記
」
と
す
る
）。

　
　
　

 

「
渡
部
日
記
」を
含
め
た
史
料
群「
渡
部
寛
一
郎
文
書
」（
以
下「
渡
部
文
書
」と
略
解
）

は
、
渡
部
寛
一
郎
の
日
記
や
渡
部
宛
に
送
ら
れ
た
書
簡
類
や
葉
書
、
教
育
関
係
の
文

書
な
ど
か
ら
な
る
。
所
蔵
者
は
原
洋
二
氏
で
あ
る
（
渡
部
寛
一
郎
の
曾
孫
、
松
江
市

在
住
）。
こ
の
「
渡
部
文
書
」
は
、
原
氏
が
初
代
松
江
市
長
福
岡
世
徳
文
書
研
究
会

お
よ
び
松
江
市
史
編
纂
室
に
「
福
岡
世
徳
研
究
史
料
」
と
し
て
提
供
さ
れ
、
著
者
が

本
稿
作
成
で
使
用
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
も
の
。
同
文
書
の
写
真
撮
影
に
は
筆
者

も
参
加
し
、撮
影
デ
ー
タ
は
福
岡
世
徳
文
書
研
究
会
の
ご
厚
意
で
利
用
を
許
さ
れ
た
。

な
お
「
渡
部
寛
一
郎
文
書
」
は
現
在
「
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
四
〇
一　

近
代

山
陰
の
政
治
と
文
化
―
『
渡
部
寛
一
郎
関
係
文
書
』・『
若
槻
礼
次
郎
関
係
文
書
』
に

見
る
漢
詩
と
政
党
政
治
の
関
係
分
析
を
通
し
て
―
」
で
調
査
・
研
究
が
な
さ
れ
て
い

一
二

島
根
県
に
お
け
る
憲
政
会
・
立
憲
民
政
党
勢
力
の
形
成
と
展
開
（
杉
谷
直
哉
）

－ 111 －



る
。
そ
の
成
果
は
渡
部
寛
一
郎
文
書
研
究
会
「
翻
刻
渡
部
寛
一
郎
宛
若
槻
礼
次
郎
書

簡
」（『
山
陰
研
究
』
第
八
号
、二
〇
一
五
年
）（
以
下
「
若
槻
書
簡
」
と
略
記
）、同
「
翻

刻
渡
部
寛
一
郎
宛
若
槻
礼
次
郎
書
簡
（
続
）」（『
山
陰
研
究
』
第
九
号
、二
〇
一
六
年
）

（
以
下
「
若
槻
書
簡
続
」
と
略
記
）
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
で
使
用
す

る
日
記
や
書
簡
類
の
翻
刻
に
際
し
て
は
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
で
「
渡

部
寛
一
郎
文
書
」
の
調
査
・
研
究
を
中
心
的
に
進
め
て
こ
ら
れ
た
竹
永
三
男
氏
を
は

じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
史
料
の
利
用
を
快
諾
し
て
下
さ
っ

た
原
氏
と
翻
刻
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
竹
永
氏
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
方
々
に
記
し

て
謝
し
た
い
。

（
（（
）「
克
堂
会
設
立
要
旨
並
規
約
」（「
渡
部
寛
一
郎
文
書
６
―
１
３
―
９
―
３
」）。

（
（0
）
手
塚
前
掲
書
一
〇
一
頁
。

（
（（
）
政
友
会
は
二
七
八
議
席
を
獲
得
し
た
の
に
対
し
、
憲
政
会
は
一
一
〇
議
席
に
と
ど

ま
っ
た
。

（
（（
）「
渡
部
日
記
」
一
九
二
〇
年
六
月
一
一
日
。

（
（（
）『
大
朝
』
一
九
二
〇
年
五
月
一
八
日
。

（
（（
）「
渡
部
日
記
」
一
九
二
〇
年
四
月
一
日
。

（
（（
）「
渡
部
日
記
」
一
九
二
一
年
五
月
五
日
。

（
（（
）「
渡
部
日
記
」
一
九
二
一
年
五
月
六
日
。

（
（（
）
克
堂
会
の
部
会
の
存
在
は
能
義
郡
（『
松
陽
』
一
九
二
八
年
二
月
一
六
日
夕
刊
、
大

原
郡
（『
松
陽
』
一
九
二
八
年
二
月
十
七
日
夕
刊
）、
八
束
郡
（『
松
陽
』
一
九
二
七

年
九
月
三
〇
日
夕
刊
）、
簸
川
郡
（
同
上
）、
仁
多
郡
（『
山
陰
新
聞
』
一
九
二
八
年

二
月
八
日
夕
刊
、
以
下
『
山
陰
』
と
略
記
）、
安
濃
郡
（『
松
陽
』
一
九
二
七
年
一
〇

月
二
五
日
）
で
確
認
で
き
る
。
若
槻
の
出
身
地
で
あ
る
出
雲
地
域
に
多
く
分
布
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
（（
）
前
掲
「
若
槻
書
簡
」
九
〇
頁
。

（
（（
）
寄
付
金
名
簿
に
あ
る
名
前
の
う
ち
、
佐
藤
喜
八
郎
は
松
江
出
身
の
人
物
で
、
克
堂
会

会
長
、
民
政
党
島
根
支
部
長
、
民
政
党
の
衆
議
院
議
員
を
務
め
た
。
桑
原
羊
次
郎
は

松
江
電
燈
会
社
社
長
な
ど
を
務
め
た
人
物
で
美
術
品
や
浮
世
絵
の
収
集
で
知
ら
れ
、

克
堂
会
会
長
や
衆
議
院
議
員
も
務
め
た
。
野
津
孝
次
郎
は
貿
易
商
人
で
第
一
四
回
衆

議
院
議
員
総
選
挙
の
憲
政
会
候
補
者
。
高
橋
隆
一
は
大
地
主
で
、
貴
族
院
多
額
納
税

者
議
員
や
憲
政
会
島
根
支
部
長
を
務
め
た
。
岡
崎
国
臣
は
運
兵
衛
の
養
子
で
松
陽
新

報
社
主
を
務
め
た
。

（
（0
）「
克
堂
会
寄
付
金
簿
」（「
渡
部
寛
一
郎
文
書
６
―
１
３
―
９
―
２
」）。

（
（（
）
前
掲
「
若
槻
書
簡
」
八
九
頁
―
九
〇
頁
。

（
（（
）
前
掲
「
若
槻
書
簡
」
八
七
頁
。

（
（（
）
前
掲
「
若
槻
書
簡
」
八
七
頁
。

（
（（
）
一
九
二
二
年
七
月
付
俵
孫
一
書
簡
（「
渡
部
文
書
四
―
一
〇
―
三
二
」）。

（
（（
）
俵
孫
一
「
悪
辣
な
る
政
友
会
の
党
弊
」（『
憲
政
』
第
五
巻
第
六
号
、
一
九
二
二
年

一
一
月
）。

（
（（
）
安
達
謙
蔵
「
総
選
挙
に
臨
む
我
党
の
旗
幟
」（『
憲
政
』
第
七
巻
第
三
号
、
一
九
二
四

年
三
月
）、
奈
良
岡
前
掲
書
二
七
二
頁
―
二
七
五
頁
。

（
（（
）
立
憲
青
年
党
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
松
尾
尊
允
『
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）（
初
版
は
一
九
七
四
年
）、
伊
藤
前
掲
書
、

谷
口
直
人
「
大
正
期
地
方
政
治
史
研
究
覚
書
」（
宇
野
俊
一
編
『
近
代
日
本
の
政

治
と
地
域
社
会
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
五
年
）、
小
林
昭
夫
「
大
正
期
に
お
け

る
市
民
政
社
の
動
向
」（
上
）・（
中
）・（
下
）（『
北
陸
史
学
』
第
五
五
―
五
七
号
、

二
〇
〇
六
―
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。

（
（（
）「
渡
部
日
記
」
一
九
二
三
年
二
月
六
日
、
同
年
二
月
二
〇
日
。

（
（（
）『
大
朝
』
一
九
二
四
年
三
月
二
五
日
。

（
（0
）『
大
朝
』
一
九
二
四
年
四
月
一
三
日
。

（
（（
）
江
角
の
青
年
党
総
理
就
任
を
報
じ
た
の
は
『
松
陽
』
一
九
二
八
年
一
月
二
七
日
。

島
洋
之
助
編
『
人
材
島
根
』（
島
根
文
化
社
、
一
九
三
八
年
）
に
よ
れ
ば
江
角
は

一
三

島
根
県
に
お
け
る
憲
政
会
・
立
憲
民
政
党
勢
力
の
形
成
と
展
開
（
杉
谷
直
哉
）
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一
八
八
八
年
に
滋
賀
県
大
津
の
名
家
に
生
れ
、
そ
の
後
大
地
主
江
角
千
代
次
郎
の
養

子
と
な
り
一
九
二
六
年
に
家
督
を
継
承
し
た
。
早
稲
田
大
卒
。
県
会
議
員
も
務
め
た
。

（
（（
）
山
田
前
掲
論
文
二
六
七
頁
―
二
七
一
頁
。

（
（（
）
総
議
席
数
は
憲
政
会
が
一
五
二
議
席
、
政
友
本
党
は
一
一
一
議
席
、
政
友
会
は

一
〇
二
議
席
、
革
新
倶
楽
部
は
三
〇
議
席
だ
っ
た
。
こ
の
時
の
総
選
挙
に
つ
い
て
は

小
栗
勝
也
「
大
正
十
三
年
総
選
挙
に
み
る
集
団
的
行
動
」（『
選
挙
研
究
』
第
一
二
号
、

一
九
九
七
年
）、清
水
唯
一
朗
「
立
憲
政
友
会
の
分
裂
と
政
党
支
持
構
造
の
変
化
」（
坂

本
一
登
・
五
百
旗
頭
薫
編
著
『
日
本
政
治
史
の
新
地
平
』
吉
田
書
店
、
二
〇
一
三
年
）

も
参
照
。

（
（（
）
佐
藤
球
三
郎
は
松
江
の
旧
家
の
出
身
で
、陸
軍
の
二
等
主
計
を
経
て
肥
料
業
を
営
み
、

克
堂
会
副
会
長
（『
大
朝
』
一
九
二
四
年
五
月
一
二
日
）、
在
郷
軍
人
会
の
松
江
会
長

を
務
め
た
（『
大
朝
』
一
九
二
四
年
四
月
二
三
日
）。
選
挙
で
は
克
堂
会
と
在
郷
軍
人

会
が
佐
藤
を
応
援
し
た
。

　
　
　

 

後
に
佐
藤
は
資
金
難
に
陥
っ
た
ら
し
く
、
一
九
二
六
年
の
内
務
省
の
選
挙
予
測
に

よ
る
と
「
相
当
借
財
等
ア
リ
経
済
上
他
ヨ
リ
援
助
ヲ
受
ク
ル
ニ
非
レ
ハ
立
候
補
シ
得

サ
ル
状
態
ニ
ア
リ
」
と
さ
れ
て
い
る
（
伊
香
俊
哉
・
倉
敷
伸
子
編
『
昭
和
初
期
政
党

政
治
関
係
資
料
第
一
巻
』
不
二
出
版
、
一
九
八
八
年
、
二
九
一
頁
、
以
下
『
政
党
政

治
関
係
資
料
』
と
略
記
）。

（
（（
）
前
掲
「
若
槻
書
簡
」
九
三
頁
。
同
じ
書
簡
で
若
槻
は
島
田
が
第
四
区
へ
の
選
挙
区
移

動
を
承
諾
せ
ず
に
俵
と
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
（（
）
若
槻
礼
次
郎
『
古
風
庵
回
顧
録
』（
講
談
社
、
一
九
八
三
年
）、
二
五
〇
頁
。

（
（（
）
櫻
内
幸
雄
『
蒼
天
一
夕
談
』（
蒼
天
会
、一
九
五
二
年
）
一
三
〇
頁
―
一
三
一
頁
（
以

下
『
櫻
内
自
伝
』
と
略
記
）。

（
（（
）
克
堂
会
発
有
権
者
向
葉
書
（「
渡
部
文
書　

６
―
１
３
―
３
」）。

（
（（
）『
大
朝
』
一
九
二
四
年
五
月
一
五
日
。

（
（0
）『
大
朝
』
一
九
二
六
年
一
月
三
一
日
、
二
月
三
日
―
四
日
。

（
（（
）『
大
朝
』
一
九
二
六
年
二
月
二
三
日
。

（
（（
）
前
掲
『
政
党
政
治
関
係
資
料
第
四
巻
』
二
五
一
頁
―
二
五
二
頁
。

（
（（
）「
渡
部
日
記
」
一
九
二
六
年
八
月
三
十
日
―
九
月
十
四
日
。
以
下
松
築
築
港
の
陳
情

に
つ
い
て
は
こ
の
間
の
日
記
の
記
述
に
基
づ
く
。

（
（（
）『
新
修
松
江
市
誌
』（
一
九
六
二
年
）
一
四
二
五
頁
―
一
四
二
六
頁
。

（
（（
）
前
掲
『
政
党
政
治
関
係
資
料
第
四
巻
』
二
五
五
頁
。

（
（（
）
七
月
に
行
わ
れ
た
八
束
郡
の
県
議
補
選
で
は
憲
政
系
と
本
党
系
の
分
裂
選
挙
が
行
わ

れ
て
い
る
（『
松
陽
』
一
九
二
七
年
七
月
八
日
）。
選
挙
結
果
は
本
党
系
の
勝
利
だ
っ

た
（『
松
陽
』
一
九
二
七
年
七
月
一
五
日
）。

（
（（
）『
松
陽
』
一
九
二
七
年
一
〇
月
二
一
日
夕
刊
。
以
下
民
政
党
島
根
支
部
発
会
式
に
関

す
る
記
事
は
断
り
の
な
い
限
り
こ
の
記
事
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

（
（（
）
前
掲
「
若
槻
書
簡
続
」
八
四
頁
は
『
山
陰
』
の
記
事
か
ら
「
県
出
身
の
前
内
閣
総
理

大
臣
の
帰
県
が
、
県
内
各
地
域
に
お
け
る
立
憲
民
政
党
の
地
域
組
織
と
若
槻
礼
次
郎

の
個
人
後
援
会
で
あ
る
克
堂
会
が
形
影
重
な
り
合
い
な
が
ら
組
織
さ
れ
、
活
性
化
さ

れ
て
い
」
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
（（
）
櫻
内
は
床
次
の
脱
党
に
つ
い
て
「
全
く
寝
耳
に
水
で
、
元
の
政
友
本
党
の
首
脳
部
も

誰
一
人
と
し
て
、
其
の
真
相
を
知
る
者
な
く
、
私
の
如
き
も
事
前
に
全
然
こ
れ
を
知

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
回
想
し
て
い
る
（『
櫻
内
自
伝
』
二
二
六
頁
）。

（
（0
）「
地
方
政
情
調
」
は
櫻
内
が
脱
党
し
た
場
合
は
支
部
は
分
裂
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
し

て
い
る
（
前
掲
『
政
党
政
治
関
係
資
料
第
四
巻
』
二
六
九
―
二
七
〇
頁
）。

（
（（
）『
大
朝
』
一
九
二
八
年
八
月
八
日
。

（
（（
）『
大
朝
』
一
九
二
八
年
八
月
五
日
。

（
（（
）『
櫻
内
自
伝
』
二
二
五
頁
―
二
三
一
頁
。

（
（（
）
前
掲
「
若
槻
書
簡
（
続
）」
一
三
一
頁
。

（
（（
）酒
井
正
文「
二
大
政
党
対
立
下
に
お
け
る
与
党
勝
利
の
選
挙
準
備
」（
中
村
勝
範
編『
近

代
日
本
政
治
の
諸
相
』
慶
應
通
信
、
一
九
八
九
年
）
二
五
一
頁
―
二
五
五
頁
。

一
四

島
根
県
に
お
け
る
憲
政
会
・
立
憲
民
政
党
勢
力
の
形
成
と
展
開
（
杉
谷
直
哉
）
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（
（（
）
前
掲
『
政
党
政
治
関
係
資
料
』
二
七
二
頁
。

（
（（
）
井
上
前
掲
書
四
九
頁
は
床
次
の
脱
党
後
憲
政
系
と
本
党
系
が
同
化
し
結
束
力
が
強
ま

っ
た
と
し
て
い
る
が
、
地
方
レ
ベ
ル
で
は
依
然
と
し
て
対
立
構
造
は
残
っ
て
い
た
。

（
（（
）
三
回
の
総
選
挙
で
民
政
党
は
そ
れ
ぞ
れ
四
、五
、四
、
政
友
会
は
そ
れ
ぞ
れ
二
、一
、二

の
獲
得
議
席
だ
っ
た
。
第
一
区
（
出
雲
）
で
は
三
回
の
選
挙
で
民
政
党
の
木
村
、
櫻

内
、
原
が
当
選
し
、
第
二
区
（
石
見
）
で
は
民
政
党
か
ら
は
俵
、
政
友
会
か
ら
は
島

田
が
三
回
の
総
選
挙
で
当
選
し
た
。
残
る
一
議
席
は
そ
れ
ぞ
れ
政
、
民
、
政
が
選
挙

ご
と
に
議
席
を
獲
得
し
た
。

（
（（
）
前
掲
「
若
槻
書
簡
続
」
八
七
頁
。

（
（0
）『
松
陽
』
一
九
二
八
年
二
月
六
日
。
こ
の
記
事
に
よ
る
と
克
堂
会
と
青
年
党
の
二
組

織
の
八
束
部
会
の
総
会
が
同
時
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
組
織
の
協
調
体
制
が

う
か
が
え
る
。

�

　

な
お
前
回
の
総
選
挙
で
積
極
的
な
活
動
を
見
せ
た
在
郷
軍
人
会
は
一
九
二
八
年
以

降
の
選
挙
で
は
記
事
に
名
前
を
見
な
く
な
っ
て
い
く
。
因
果
関
係
は
不
明
だ
が
、
第

一
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
前
に
在
郷
軍
人
会
浜
田
支
部
は
会
員
が
選
挙
に
関
与
し

な
い
よ
う
通
達
し
て
い
た
（『
松
陽
』
一
九
二
八
年
二
月
五
日
）。
在
郷
軍
人
会
と
選

挙
運
動
の
関
係
や
、
当
時
の
在
郷
軍
人
会
へ
の
メ
デ
ィ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
、
軍
人
勅
諭

と
の
関
係
な
ど
、
興
味
深
い
論
点
は
多
い
が
、
不
明
な
点
も
多
く
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

（
（（
）『
松
陽
』
一
九
二
八
年
一
月
二
七
日
。

（
（（
）『
山
陰
』
一
九
二
七
年
一
二
月
十
九
日
。

（
（（
）『
山
陰
』
一
九
二
七
年
一
〇
月
二
八
日
。

（
（（
）『
松
陽
』
一
九
二
七
年
一
〇
月
二
五
日
。

（
（（
）
俵
の
那
賀
郡
後
援
会
の
発
会
に
あ
わ
せ
て
那
賀
郡
民
政
党
部
会
が
発
会
し
て
い
る
他

（『
大
朝
』
一
九
二
七
年
一
〇
月
二
五
日
）、
島
田
の
硯
堂
会
発
会
式
の
後
に
も
政
友

会
那
賀
郡
部
会
総
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
（『
山
陰
』
一
九
二
七
年
一
〇
月
二
八
日
）。

（
（（
）
一
九
三
〇
年
の
県
議
選
の
結
果
は
民
政
党
が
二
六
名
、
政
友
会
が
三
名
、
中
立
が
一

名
だ
っ
た
（『
松
陽
』
一
九
三
〇
年
三
月
三
日
―
五
日
）。

（
（（
）
井
上
敬
介
「
立
憲
民
政
党
政
権
と
北
海
道
政
治
」（『
日
本
歴
史
』
第
八
二
九
号
、

二
〇
一
七
年
）
は
二
大
政
党
の
対
立
の
激
化
が
北
海
道
議
会
を
混
乱
さ
せ
た
事
例
を

紹
介
し
て
い
る
。

（
（（
）『
出
雲
今
市
町
誌
』（
出
雲
今
市
町
誌
刊
行
委
員
会
、
一
九
九
三
年
）
三
八
〇
頁
―

三
八
八
頁
。

（
（（
）『
大
朝
』
一
九
三
二
年
一
二
月
六
日
。

（
（0
）『
大
朝
』
一
九
三
三
年
一
二
月
一
五
日
。

（
（（
）『
大
朝
』
一
九
三
二
年
一
二
月
二
二
日
。

（
（（
）『
大
朝
』
一
九
三
二
年
一
二
月
二
四
日
。

（
（（
）『
大
朝
』
一
九
三
三
年
三
月
一
八
日
。

（
（（
）
島
根
県
青
年
連
盟
大
会
に
つ
い
て
は
断
り
の
な
い
限
り
『
松
陽
』
一
九
二
七
年
一
一

月
一
七
日
夕
刊
、
一
八
日
夕
刊
に
よ
っ
て
い
る
。

（
（（
）
粟
屋
前
掲
書
二
〇
五
―
二
〇
七
頁
。

（
（（
）
島
根
県
の
地
方
紙
の
沿
革
に
つ
い
て
は
白
名
前
掲
書
参
照
。

（
（（
）
白
名
前
掲
書
七
五
頁
―
一
一
八
頁
。

（
（（
）
妹
尾
正
義
編
『
島
根
県
人
物
誌
』（
島
根
県
人
物
社
、
一
九
二
九
年
）
に
よ
れ
ば
、

瀧
川
は
一
八
九
二
年
松
江
市
生
ま
れ
。
東
京
高
等
商
業
学
校
を
卒
業
、
銀
行
勤
務
を

経
て
大
本
教
に
入
信
。
一
九
二
六
年
二
松
江
に
戻
り
、
克
堂
会
幹
事
や
国
際
連
盟
、

愛
国
連
盟
の
役
員
な
ど
を
務
め
た
。
一
九
三
〇
年
の
総
選
挙
で
民
政
系
中
立
候
補
と

し
て
出
馬
し
た
が
落
選
し
て
い
る
。
そ
の
際
民
政
党
か
ら
除
名
さ
れ
た
（『
松
陽
』

一
九
三
〇
年
二
月
一
六
日
）。

（
（（
）『
山
陰
』
一
九
二
八
年
二
月
四
日
。

（
（0
）「
中
央
的
人
種
」
の
考
察
に
つ
い
て
は
升
味
前
掲
書
二
三
〇
頁
―
二
三
二
頁
、
季
武

嘉
也
「
明
治
後
期
・
大
正
期
の
『
地
域
中
央
結
合
集
団
』
と
し
て
の
政
党
」（
有
馬
学
・

一
五

島
根
県
に
お
け
る
憲
政
会
・
立
憲
民
政
党
勢
力
の
形
成
と
展
開
（
杉
谷
直
哉
）
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三
谷
博
編
『
近
代
日
本
の
政
治
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）。

本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
六
一
一
「
近
代
山
陰
の
政
治
と
文
化
―

「
渡
部
寛
一
郎
関
係
文
書
」・「
若
槻
礼
次
郎
関
係
文
書
」
に
見
る
漢
詩
と
政
党
政

治
の
関
係
分
析
を
通
し
て
―
」（
二
〇
一
六
～
二
〇
一
八
年
度
、
代
表
・
要
木
純

一
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

一
六
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表１：第 14 回衆議院議員選挙結果（1920 年 5 月 10 日執行）
選挙区 候補者名 当落 党派 得票数
第 （区 佐野正雄 当選 政友会 （（（
松江市 桑原羊次郎 落選 憲政会 （（（
第 （ 区 櫻内幸雄 当選 政友会 （,（（（

八束郡　能義郡 野津孝次郎 落選 憲政会 （,（0（
第 （ 区 原夫次郎 当選 政友会 （,（0（

仁多郡　大原郡　 高橋久次郎 当選 憲政会 （,（（（
飯石郡　簸川郡
第 （区 平田民之助 当選 政友会 （,（（0

安濃郡　迩摩郡 石田孝吉 落選 憲政会 （（（
邑智郡
第 （区 島田俊雄 当選 政友会 （,（（（

那賀郡　美濃郡 俵孫一 落選 憲政会 （,（（（
鹿足郡
第 （区 若林徳懋 当選 政友会 （（（
隠岐島 古川清 落選 政友会 （（（

一瀬一二 落選 （0（
出典：『衆議院議員選挙の実績』（公明選挙連盟、（（（（ 年）を

もとに作成。

表２：克堂会会計関係文書（単位：円）
表２－１：克堂会会計
年度 収入総額 繰越金 繰入金 寄付金 会費 預金利子 支出 創立費総収入費 創立費支出金
1920 458 255 200 3 74 620 364
1921 693 383 300 2 6 376
1922 792 317 460 6 8 452
1923 574 339 200 4 30 423
1924 909 150 750 4 4 766
合計 3426 1189 255 1910 19 48 2091 620 364

表２－２：寄付金名簿

年度 若槻　
礼次郎

佐藤　
喜八郎

桑原　
羊次郎

木村　　
小左衛門

佐藤　
球三郎

野津　
孝次郎

高橋
隆一

岡崎
国臣

森脇　　
甚右衛門

織原　
万次郎

原田　
岩三郎

武田　
啓一郎

その他
有志 合計

1920～21 100 100 100 100 70 100 100 100 50 100 100 100 1120
1922～23 200 100 100 50 100 100 10 660
1924 200 100 200 100 100 50 750
合計 500 200 200 200 320 100 300 100 50 300 150 10 100 2530

出典：表（－（は「克堂会会務引継書」（「渡部寛一郎文書（－（（－（－（より、表（－（は「克堂会寄付金簿控」
（「渡部寛一郎文書 （－（（－（－（」）より作成。

※各項目の単位未満を端数切捨で算出した為、合計欄とは誤差あり。
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表４：1926 年・内務省警保局による島根県の党派別支持層調査
改正衆議院議員
選挙法による
選挙区名

有権者
見込数

党派別見込の百分歩合

憲政会 政友会 政友
本党

実業
同志会

新正
倶楽部 旧革新 無所属 その他

第 （区 （（,（（（ 名 （（% （% （（% 0% 0% 0% （（% 0%
第 （区 （（,（（（ 名 （（% （（% （% 0% 0% 0% （（% 0%

出典：「改正衆議院議員選挙法有権者党派別歩合比較表」（前掲『政党政治関係資料第 （巻』）（（（ 頁よ
り作成。歩合の空白部分は 0で示した。

本表は菅谷幸浩「戦前二大政党時代における立憲民政党の支持基盤とその地方的展開」（『学
習院大学大学院政治学研究科政治学論集』（（ 号、（0（（ 年）（頁を参考に作成した。

表 3：第 15 回衆議院議員選挙結果（1924 年 5 月 10 日執行）
選挙区 候補者名 当落 党派 得票数
第 （区
松江市

佐藤球三郎
佐野正雄

当選
落選

憲政会
政友本党

（,（（（
（（0

第 （ 区
八束郡　能義郡

櫻内幸雄
稲垣三郎

当選
落選

政友本党
憲政会

（,0（（
（,（（（

第 （ 区
仁多郡　大原郡
飯石郡　簸川郡

木村小左衛門
原夫次郎

当選
当選

憲政会
政友本党

（,（0（
（,（（（

第 （ 区
安濃郡　迩摩郡
邑智郡

平田民之助
沖島鎌三

当選
落選

政友本党
政友会

（,（（（
（,（（（

第 （ 区
那賀郡　美濃郡
鹿足郡

俵孫一
島田俊雄

当選
落選

憲政会
政友会

（,0（（
（,（（（

第 （ 区
隠岐島

古川清
若林徳懋

当選
落選

政友会
政友本党

（（（
（（（

出典：『衆議院議員選挙の実績』（公明選挙連盟、（（（（ 年）を
もとに作成。
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The maiking prosess of Kenseikai party and 
Minsei party’s political power in Shimane prefecuture

SUGITANI�Naoya
（San’in�Research�Center,�Faculty�of�Law�and�Literature,�Shimane�University）

〔A b s t r a c t〕

　Shimane�prefecture’s�Kenseikai�and�Minsei�parties�were�forced�to� improve�their�policies�
and�philosophy� in�order�to�oppose�the�policies�of� the�Seiyu�party,�which�were�pork-barrel.�
Wakatsuki�Reijiro,�who�served�as�Prime�Minister,�played�an� important�role� in� this�effort�
to� improve�and�oppose.�Wakatsuki's�private�support�group,� the�Kokudokai,� expanded� its�
influence�mainly� in�Matsue�city.�Wakatsuki�sent� letters�to�his�patron�endorsing�the�policy�
and�philosophy�of�the�Kenseikai�party.�As�a�result,�the�Kenseikai�party�received�the�support�
of�new�political� forces�such�as� the�Youth�party.�When�the�Minsei�party� later� joined,� the�
political�parties�took�over�the�reformist�position�of�the�Kenseikai�party�and�became�a�major�
force,�gathering�many�of�the�political�forces�of�Shimane�prefecture�together.�At�the�Shimane�
Prefecture�Youth�Federation�Conference,�organized�by�Shoyo�newpaper,�an�affiliated�paper�
of� the�party,�political� speeches�were�given�by�a�number�of� speakers�on�a�wide�range�of�
topics,� from�political� issues� to� life�problems.�The�Minsei�party�sought� to�become�a�party�
emphasizing�public�opinion�and�policy� in�common�elections.�However,�conflicts�within� the�
Minsei�party�confused� the�county�council,� and�party�politics� itself�became� the� target�of�
growing�criticism�in�the�region.

Keywords：Kenseikai�party,�Minsei�party,�Wakatuki�Reijiro,�Kokudokai,�Party�politics


